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今月の表紙
黄色い帽子をかぶって

交通安全

　３月２５日(金）、ライオンズ
クラブから、市内の新１年生
２５８名に、交通安全を願う「黄
色い帽子」が贈られました。
少し大きめの黄色い帽子を
かぶった新１年生２人にな
らんでもらいました。

表紙を飾る写真を募集中！

提出先/問い合わせ
市役所２階企画振興課

�３９‐２３０４

人口人口とと世帯数世帯数
１７年２月末（前月比）

(-19)25,453人　口

(-15)13,345女

(-4)12,108男

(-21)21,552富良野

(0)2,601山　部

(2)1,300東　山

(-2)10,631世帯数

(-2)9,193富良野

(-1)1,038山　部

(1)400東　山

���

手づくりのおいしさを
味わってみよう！

　占冠村双珠別地区にある双民館は、１９９７
年に廃校となった双珠別小学校を再利用
しています。こちらではソーセージ作りや
アイスクリーム作りができるほか、宿泊施
設も備えているため、大学のゼミや合宿、
親子での利用にも最適です。自然に囲まれ
た静かな環境でソーセージやアイスク
リームなどを作ってみませんか？

�問 産業課　　　　　　　　  �５６－２１２１

�����

森林公園５月１日オープン（予定）

　十勝岳のすそ野に広がる田園風景と花
園をゆっくりとながめながら、のぼりつめ
ると森林公園があります。
　この公園は北星山町営ラベンダー園の
上にあり、フィールドアスレチック・テニ
スコート・キャンプ場・バンガローなどが
設置されています。
　ご家族みなさんでお楽しみください。　

�問 産業建設課

�４４－2１２3　

�����

上富良野町パークゴルフ場
４月２３日（土）オープン！

　十勝岳連峰と日の出公園のラベンダー
畑を背景に、すばらしいロケーションに恵
まれた３コース（２７ホール）。スロープ付
きのスタート台、通路やコースにも段差は
なく、全コースバリアフリーになっていま
す。子どもからお年寄りまで、一緒にプ
レーを楽しんでください。

�問 上富良野町パークゴルフ場

　　　　　　　�４５－１１８９

�����

　かなやま湖森林公園　
４月２３日オープン予定！

　充実した設備と絶好のロケーションで
知られる湖畔キャンプ場とオートキャン
プ場（５/１より）のほか、テニスコート
や遊具も整った森林公園がオープンしま
す。新緑の芝生と湖畔にそよぐ春風がみな
さんのお越しをお待ちしています。

�問 企画商工課（森林公園）　 �５２－２１１５
　湖畔キャンプ場管理事務所 �５２－３１３２
　オートキャンプ場管理棟 　�５２－２００２

市政の方針と予算の概要

ともに考えともに行動する
まちづくり3
指定管理者制度の導入に向けての
意見交換会を開催します14
総合計画実施計画がまとまりました
中期（平成１７～１９年度）　後期（平成２０～２２年度）16
パブリックコメント手続きの結果について

行政改革推進計画（案）20
みつめなおそうふらのの自然

富良野市の環境に関する提言22
地域センター病院改築に伴う基本構想
についての確認書の内容を紹介します24
市民の声25
まちのできごと　ズームアップふらの26
華麗（カレー）掲示板28
われら ふらの人　（文芸・わんぱくざかり・表彰・寄付）29
くらしの情報30
健康情報　消費者相談 Ｑ＆Ａ　ダイヤル交換市35
今月の一枚　 編集後記36
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市
政
の
方
針
と
予
算
の
概
要

と
も
に
考
え
と
も
に
行
動
す
る

　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

２
月　

日�
、
平
成　

年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
に

２８

１７

お
い
て
、
高
田
市
長
は
「
市
民
が
主
役
」
の
ま
ち
づ

く
り
を
基
本
理
念
に
、
開
か
れ
た
市
政
を
進
め
る
た

め
、
市
民
と
の
対
話
を
通
し
て
「
と
も
に
考
え
、
と

も
に
行
動
す
る
」
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
な
ど

今
年
度
の
市
政
を
担
う
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
国
が
進
め

１７

て
い
る
三
位
一
体
の
改
革
な
ど
に
よ
る
地
方
交
付

税
削
減
の
影
響
な
ど
か
ら
、
前
年
度
比
３
・
０
％
減

の
総
額
２
１
９
億
８
５
９
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

平
成　

年
度
の
市
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行

１７

方
針
、
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▲

第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
市
政
執
行
方
針
を
述
べ
る
高
田
市
長

問い合わせ

■市政執行方針
企画振興課　�３９－２３０４

■教育行政執行方針
教育委員会　�３９－２３２０

■予　算
財　政　課　�３９－２３０６
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基
本
的
な
考
え
方

　

我
が
国
の
経
済
は
、
海
外
へ
の

輸
出
増
加
や
大
手
企
業
の
設
備
投

資
の
増
加
な
ど
に
よ
り
長
引
く
不

況
か
ら
回
復
の
兆
し
が
み
ら
れ
る

も
の
の
、
地
方
で
は
今
だ
実
感
す

る
に
は
至
ら
ず
、
雇
用
情
勢
も
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。　
　
　

　

ま
た
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
交
付
金

化
や
一
般
財
源
化
、
地
方
交
付
税

の
減
額
な
ど
、
地
方
自
治
体
を
取

り
巻
く
環
境
も
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
真
の
地
方
分

権
の
進
展
に
向
け
、
地
域
が
自
ら

の
責
任
に
基
づ
い
て
選
択
し
行
動

を
す
る
こ
と
が
、
強
く
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
市
政
の
重
責
を
担
っ
て

以
来
、「
市
民
が
主
役
」
の
ま
ち
づ

く
り
を
基
本
理
念
と
し
て
、
自
治

体
経
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
活
動
の

輪
が
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

り
富
良
野
に
活
気
を
も
た
ら
し
て

お
り
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
と
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
、
自
治
を
根
付

か
せ
、
心
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域

を
育
て
て
い
く
第
一
歩
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
参
加
・
行
財

政
改
革
・
市
民
の
目
線
に
立
っ
た

公
平
で
公
正
な
行
政
の
推
進
を
基

本
姿
勢
と
し
て
、
情
報
の
共
有
に

よ
る
開
か
れ
た
市
政
を
進
め
る
た

め
、市
民
と
の
対
話
を
通
し
て「
と

も
に
考
え
、
と
も
に
行
動
す
る
」

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
昨
年
度
に
見

１７

直
し
を
行
っ
た
富
良
野
市
総
合
計

画
実
施
計
画
の
中
期
・
後
期
６
カ

年
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。

　

分
権
時
代
に
対
応
し
た
市
民
と

行
政
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
も
見

直
し
が
必
要
で
す
。
市
民
と
行
政

が
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
が
何
を
担
う
の
か
、
今
ま
で
の

仕
組
み
を
見
直
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
件
費
の
削
減
を
は
じ

め
行
財
政
改
革
に
よ
る
経
費
の
節

減
に
努
め
る
一
方
、
適
正
な
受
益

と
負
担
の
観
点
か
ら
、
使
用
料
・

手
数
料
な
ど
に
つ
い
て
も
見
直
し

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
平
な
税
負
担
に
向

け
、
収
納
対
策
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
歳

入
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
行
政
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
年
４
月
か
ら
施

行
さ
れ
る
合
併
新
法
や
北
海
道
か

ら
の
事
務
権
限
の
移
譲
な
ど
、
自

治
体
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
一

層
厳
し
さ
を
増
す
中
、
長
期
的
・

広
域
的
な
視
野
に
立
ち
、
圏
域
の

一
体
的
な
発
展
に
努
め
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
将
来
の
分
権
型

社
会
に
お
い
て
、
市
町
村
が
地
域

に
お
け
る
総
合
的
な
行
政
主
体
と

し
て
の
役
割
を
担
う
た
め
の
「
基

礎
自
治
体
の
あ
り
方
」
や
「
自
治

市
政
執
行
方
針

予 算 の 概　

　　　　　　　１２４億円（前年比３.8％減）

要要

（▲３.８％）１２４億０,０００万円一 般 会 計
（▲２.７％）２６億０,３００万円国民健康保険特

別

会

計

（２.０％）１４億７,９５０万円介 護 保 険
（▲０.０％）３０億４,７００万円老 人 保 健
（1.１％）２,８５０万円公設卸売市場
（▲２.７％）９億２,３８０万円下 水 道 事 業
（▲１４.６％）１億１,３２０万円簡易水道事業
（▲1.１％）８１億９５００万円計

歳入歳入
地方交付税地方交付税
47億1,425万円47億1,425万円

市税市税
22億4,424万円22億4,424万円

国庫支出金国庫支出金
12億4,738万円12億4,738万円

道支出金道支出金
9億6,494万円9億6,494万円

市債市債
7億4,410万円7億4,410万円

諸収入諸収入
5億2,386万円5億2,386万円

その他その他
19億6,123万円19億6,123万円

ともに考えともに行動する
まちづくり



5 こうほう No.523

 政 の 方 針 と

平成１７年度富良野市一般会計　　　　の
か
た
ち
」
に
つ
い
て
、
沿
線
町

村
と
協
議
・
検
討
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
庁
舎

の
老
朽
箇
所
改
善

の
た
め
、
本
年
度
、

改
修
工
事
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、

図
書
館
な
ど
へ
の

一
部
職
場
の
分
散

配
置
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
に
ご

不
便
を
お
か
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
広
報
で
の

周
知
や
案
内
を
徹

底
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

３
つ
の
重
点
施
策

地
域
医
療
の
充
実

　

健
康
で
安
心
で
き
る
市
民
生
活

に
と
っ
て
は
、保
健
・
医
療
・
福
祉
・

介
護
の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
特

に
、
地
域
医
療
の
体
制
整
備
が
急

務
で
す
。

　

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
に
つ
い
て

は
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
最
良
の

医
療
を
提
供
し
、
基
幹
病
院
と
し

入
に
対
す
る
支
援
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

山
部
・
東
山
地
域
の
医
療
対
策

に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
通
院

な
ど
の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た

め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ー
を
運

行
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
急
病

患
者
に
対
応
す
る
緊
急
搬
送
自
動

車
を
配
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
有
床
診
療
所
で
あ
る
個

人
医
院
を
地
域
の
在
宅
当
番
医
と

位
置
付
け
、
平
日
夜
間
な
ど
の
緊

急
時
の
診
療
体
制
を
確
保
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化

　

創
造
性
豊
か
な
「
へ
そ
の
ま
ち

の
へ
そ
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
た
中

心
市
街
地
の
整
備
改
善
と
商
業
等

活
性
化
に
向
け
、
地
権
者
・
商
業

者
・
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

　

駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
事
業
着
手
か
ら
４

年
目
を
迎
え
、
都
市
基
盤
の
再
編

に
向
け
、
移
転
補
償
並
び
に
区
画

道
路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
街
路

事
業
と
し
て
は
、
朝
日
通
道
路
改

良
事
業
の
移
転
補
償
並
び
に
道
路

改
良
工
事
を
実
施
し
、
駅
前
広
場

整
備
事
業
で
は
移
転
補
償
を
実
施

し
ま
す
。

　

駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

に
つ
い
て
は
、「
富
良
野
駅
前
再
開

て
の
高
度
な
機
能
の
充
実
や
救
急

医
療
体
制
の
確
保
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
医
療

の
確
立
を
め
ざ
し
、
地
域
セ
ン

タ
ー
病
院
の
設
置
者
で
あ
る
社
会

福
祉
法
人
北
海
道
社
会
事
業
協
会

（
富
良
野
協
会
病
院
）
が
、
本
年
度

改
築
着
工
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
本
市

と
し
て
は
、
改
築
用
地
の
確
保
に

向
け
、
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
一
次
医
療
と
の
連
携
や

急
性
期
医
療
の
充
実
を
図
り
、
病

病
・
病
診
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、

病
院
施
設
の
共
同
利
用
に
向
け
て
、

沿
線
町
村
と
と
も
に
、
開
放
型
病

床
の
設
置
と
高
度
医
療
機
器
の
導

市市

（▲５.６％）５億９,４５０万円水 道 事 業企
業
会
計

（▲７.０％）７億９,６４０万円ワ イ ン 事 業
（▲６.４％）１３億９,０９０万円計

平成１７年度予算額

総額 219億8,590万円
（前年度比３.０％減）

歳出歳出

民生費民生費
29億5,445万円29億5,445万円

土木費土木費
23億0,954万円23億0,954万円

公債費公債費
15億2,476万円15億2,476万円

総務費総務費
12億1,515万円12億1,515万円

教育費教育費
11億3,312万円11億3,312万円

衛生費衛生費
11億2,859万円11億2,859万円

農林業費農林業費
11億0,140万円11億0,140万円

商工費商工費
3億5,970万円3億5,970万円

消防費消防費
4億6,083万円4億6,083万円

その他その他
2億1,246万円2億1,246万円
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発
株
式
会
社
」
が
施
行
者
と
な
り
、

市
民
の
健
康
増
進
と
体
力
の
向
上
、

定
住
人
口
の
拡
充
、
魅
力
あ
る
商

業
地
域
の
形
成
に
向
け
た
、
健
康

増
進
型
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
核

店
舗
の
建
設
を
継
続
し
、
本
年
度

は
、
公
営
住
宅
・
小
店
舗
・
外
構

工
事
に
着
工
し
ま
す
。

　

商
業
等
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

Ｔ
Ｍ
Ｏ
「
ふ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
株

式
会
社
」
の
経
営
基
盤
の
確
立
と

活
性
化
事
業
の
推
進
に
向
け
、
引

き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
増
進
型
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
の
開
設
準
備
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。

行
財
政
改
革

　

分
権
時
代
に
対
応
し
た
自
治
体

基
盤
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、
経

営
的
な
視
点
に
立
っ
た
仕
組
み
と

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
職
員

の
意
識
改
革
と
市
民
の
協
力
が
重

要
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新

た
な
行
政
改
革
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
市

民
と
行
政
の
役
割
分
担
の
検
討
、

受
益
者
負
担
の
見
直
し
、
事
務
事

業
評
価
の
推
進
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
、
経
常
経
費
の
見
直
し
、

定
員
適
正
化
計
画
の
策
定
な
ど
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
外
部
か
ら
の
評
価
を
行

う
「（
仮
称
）
富
良
野
市
行
政
改
革

推
進
市
民
委
員
会
」
を
設
置
し
、

開
か
れ
た
行
政
改
革
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

本
年
度
の
主
要
な
施
策

（
６
つ
の
施
策
別
）

み
ん
な
で
つ
く
る 

　
　

健
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

地
方
分
権
社
会
に
あ
っ
て
、
自

治
体
の
一
層
の
自
主
・
自
律
性
が

求
め
ら
れ
る
中
、
市
民
参
加
と
創

意
工
夫
に
よ
る
行
財
政
運
営
に
取

り
組
み
、
市
民
と
行
政
の
「
協
働
」

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

情
報
の
共
有
と
市
民
参
加

　

情
報
共
有
と
市
民
参
加
の
ル
ー

ル
条
例
に
基
づ
き「
市
民
が
主
役
」

の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

情
報
は
市
民
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
基
本
に
「
広
報
ふ
ら
の
」
の

充
実
や
わ
か
り
や
す
い
予
算
説
明

書
の
配
布
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
と
の
連
携
な
ど
、
情
報
の

積
極
的
な
提
供
と
と
も
に
、
ま
ち

づ
く
り
懇
談
会
の
開
催
や
職
員
の

出
前
講
座
の
実
施
に
よ
り
、
市
民

と
の
情
報
の
共
有
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
参
加
を
一
層
進
め

る
た
め
、
市
民
参
加
で
行
う
仕
事

の
事
前
公
表
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
手
続（
市
民
意
見
提
出
手
続
）

な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
市
民
と
と

も
に
考
え
と
も
に
築
き
上
げ
る
土

壌
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
、
地
域
の
活
動

拠
点
と
な
る
西
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
は
じ
め
、

町
内
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団

体
な
ど
の
自
主
的
な
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
へ
支
援
し
ま
す
。

情
報
化
の
推
進

　

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ

ム
（
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
の
活
用
を
図
り
な

が
ら
、
事
務
処
理
の
効
率
化
、
迅

速
化
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

心
豊
か
に
学
び
あ
う 

　
　

ま
ち
づ
く
り

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
学
び
交
流
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
芸
術
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
こ
と
を
通
し
て
、
郷
土
に

根
ざ
し
た
創
造
性
豊
か
で
生
き
が

い
の
あ
る
人
づ
く
り
や
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

教
育
文
化
の
振
興

　

少
子
化
に
よ
る
児
童
生
徒
の
減

少
な
ど
の
変
化
に
伴
い
、
子
ど
も

た
ち
が
集
団
活
動
を
通
し
、
社
会

性
・
自
立
性
を
養
う
教
育
環
境
を

整
え
る
た
め
、
学
校
再
編
に
向
け

て
、
引
き
続
き
、
地
域
・
学
校
関

係
者
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

生
涯
教
育
に
つ
い
て
は
、
生
涯

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材
育
成

に
努
め
る
と
と
も
に
「
人
と
自
然

と
の
共
生
」
を
め
ざ
し
た
自
然
学

習
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

公
民
館
分
館
に
つ
い
て
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
会
館
移
行
に
向
け
て
地
域
と

協
議
を
進
め
ま
す
。

　

地
域
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

市
民
が
主
体
と
な
る
文
化
芸
術
活

動
へ
の
支
援
と
と
も
に
、
富
良
野

演
劇
祭
の
継
続
実
施
や
芸
術
鑑
賞

の
機
会
の
充
実
に
向
け
取
り
組
み

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、

全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会

が
、
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
推
進

事
業
に
選
定
さ
れ
、
富
良
野
ス

キ
ー
場
に
お
い
て　

年
間
の
継
続

１０

開
催
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
「
ス

キ
ー
の
甲
子
園
」
と
し
て
、
大
会

の
成
功
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

国
際
交
流

　

市
民
の
主
体
的
な
国
際
交
流
に

対
す
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

国
際
社
会
の
中
で
積
極
的
に
活
動

で
き
る
青
少
年
の
育
成
を
め
ざ
し

た
小
学
生
の
国
際
交
流
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

予 算 の 概　 要要
ともに考えともに行動する

まちづくり
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 政 の 方 針 と

安
全
で
安
心
し
て　
　

　
　

暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り

　

人
と
自
然
が
共
生
で
き
る
安
全

で
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
環
境
保
全
に
向
け
、

日
常
生
活
や
事
業
活
動
に
起
因
す

る
環
境
負
荷
の
軽
減
に
努
め
、
豊

か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
快
適
な

生
活
環
境
の
向
上
を
め
ざ
し
た
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
対
策

　
「
ご
み　

種
分
別
」
を
基
本
に
、

１４

収
集
運
搬
並
び
に
リ
サ
イ
ク
ル
業

務
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
、
処

理
の
効
率
化
と
経
費
の
節
減
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

と
適
正
処
理
の
推
進
を
基
本
に
時

代
に
即
応
し
た
「
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
」
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
関
係
町
村
と
の
廃

棄
物
広
域
分
担
処
理
を
進
め
、
資

源
の
有
効
活
用
を
図
り
、
循
環
型

社
会
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

治
水
対
策

　

国
の
直
轄
事
業
と
し
て
、
空
知

川
河
川
整
備
に
よ
る
富
良
野
排
水

樋
門
の
整
備
お
よ
び
山
部
地
区
堤

防
保
護
工
事
が
継
続
事
業
と
し
て

実
施
予
定
で
す
。

　

道
の
直
轄
事
業
に
つ
い
て
は
、

西
達
布
川
の
河
川
改
修
工
事
、
布

部
川
、
ポ
ン
布
部
川
の
砂
防
工
事

が
継
続
事
業
と
し
て
実
施
予
定
で

す
。

防
犯
対
策

　

犯
罪
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
巧
妙
か
つ
高

度
化
す
る
犯
罪
か
ら
子
ど
も
や
高

齢
者
な
ど
弱
者
を
守
る
た
め
、
町

内
会
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
し
、
市
民
の
防
犯
意
識

の
高
揚
と
犯
罪
の
未
然
防
止
に
努

め
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

　

悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
件
で
も

減
ら
し
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
た
め
に
「
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
」「
高
齢
者
の
事
故
防
止
」

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
」を
最
重
点

目
標
に
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
を
図
り
、
交
通
安
全
思
想
の
普

及
や
道
路
交
通
環
境
の
整
備
に
努

め
ま
す
。

消
費
者
対
策

　

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に

よ
り
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
消
費
生
活
相
談
業
務
の
充
実

を
図
り
、
巧
妙
か
つ
悪
質
化
し
て

い
る
商
法
、
詐
欺
な
ど
の
事
件
か

ら
消
費
者
の
被
害
を
未
然
に
防
止

す
る
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
心
が
つ
く
る 

       
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

　

す
べ
て
の
世
代
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介

護
の
連
携
を
強
め
、
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
「
医
療
計
画
」
策
定
に
向
け
た

調
査
を
進
め
ま
す
。

市市

主な事業と予算額（６つの施策別）

みんなでつくる健全なまちづくりみんなでつくる健全なまちづくり

82,296千円西地区コミュニティセンター
整備事業

63,800千円市庁舎改修事業

19,695千円指定統計調査（国勢調査等）

心豊かに学びあうまちづくり心豊かに学びあうまちづくり

1,600千円山部小学校屋内運動場耐力度
調査委託事業

1,707千円教育用コンピュータ整備事業

10,185千円有料パークゴルフ場管理運営
事業

10,000千円全国高等学校選抜スキー大会
補助金

安全で安心して暮らすまちづくり安全で安心して暮らすまちづくり

33,429千円ごみ処理の広域化事業

ふれあいの心がつくる健康なまちづくりふれあいの心がつくる健康なまちづくり

6,970千円地域センター病院改築対策事
業

9,500千円山部・東山地区コミュニティ
カー運行事業

8,449千円緊急搬送自動車購入事業

ごみ収集カレンダー わかりやすさを目ざした予
算書「へ～そ～なんだ」
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子
育
て
支
援

　

昨
年
度
策
定
し
た
「
次
世
代
育

成
支
援
地
域
行
動
計
画
」
に
基
づ

き
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
が
健
や

か
に
生
ま
れ
、
育
成
さ
れ
る
環
境

を
整
備
し
ま
す
。

　

保
育
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
時

保
育
事
業
、
障
が
い
児
保
育
事
業

を
継
続
し
て
推
進
す
る
と
と
も
に
、

認
可
保
育
所
の
受
け
入
れ
枠
も
引

き
続
き
拡
大
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、

学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

障
が
い
児
の
受
け
入
れ
体
制
を
充

実
し
、
児
童
福
祉
の
向
上
と
児
童

の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
専
門
職
員
を
配
置
し
、
身

体
や
知
的
・
言
語
障
が
い
な
ど
に

心
配
の
あ
る
子
ど
も
や
そ
の
保
護

者
に
対
す
る
各
種
相
談
、
援
助
お

よ
び
療
育
支
援
事
業
を
引
き
続
き

推
進
し
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
子
育

て
支
援
が
必
要
な
親
子
を
支
え
て

い
く
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

成
長
発
達
を
促
す
教
室
や
相
談
機

能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。　

　

児
童
虐
待
防
止
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
や
地
域
と
の
連
携
に
よ

る
未
然
防
止
お
よ
び
早
期
発
見
に

努
め
ま
す
。

保
健
対
策

　

保
健
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
可
能
な
検

診
を
効
果
的
に
進
め
、
疾
病
予
防

と
介
護
予
防
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
麓
郷
地
区
を
対
象
に

転
倒
骨
折
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
健
康
増
進
型
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
向
け
、
高

齢
者
い
き
い
き
水
中
体
操
教
室
を

拡
大
し
体
力
維
持
と
運
動
機
能
の

増
進
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
一
次
予
防
に
重
点
を
置
い
た

健
康
づ
く
り
の
目
標
を
明
ら
か
に

し
た
「
健
康
増
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
増
進
や
生
活
習
慣

病
予
防
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め

る
た
め
、
医
師
や
保
健
師
に
よ
る

健
康
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

医
療
給
付

　

老
人
保
健
、
老
人
医
療
、
重
度

心
身
障
が
い
者
医
療
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
、
乳
幼
児
医
療
に
つ

い
て
、
医
療
費
の
助
成
を
通
じ
て

健
康
で
明
る
い
市
民
生
活
の
安
定

向
上
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

　
「
ゆ
と
り
・
う
る
お
い
・
や
す
ら

ぎ
」
に
満
ち
た
心
豊
か
な
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
元
気
づ
く

り
事
業
・
い
き
い
き
事
業
を
継
続

し
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
積
極
的

に
支
援
し
ま
す
。

　

高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事

業
に
つ
い
て
は
、
機
器
更
新
を
順

次
進
め
る
と
と
も
に
、
利
用
者
負

担
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
助
成

額
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

介
護
保
険

　

国
の
制
度
見
直
し
の
推
移
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
富
良
野
市
保
健
福

祉
推
進
市
民
会
議
を
再
編
成
し
、

市
民
各
層
の
意
見
を
反
映
し
た
第

３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉

　

昨
年
度
、「
障
が
い
者
計
画
」
の

策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

「
障
害
者
自
立
支
援
給
付
法
」の
施

行
に
伴
う
見
直
し
を
含
め
て
、
本

年
度
、
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
雇
用
が
困
難
な
精
神
障

が
い
者
に
対
す
る
社
会
復
帰
に
必

要
な
訓
練
、
指
導
を
行
う
通
所
授

産
施
設
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
郷
」
が

運
営
を
開
始
す
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
共
同
作
業
所
に
つ
い
て

は
、
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
活
用
を
図
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

　

住
民
の
健
康
保
持
増
進
、
福
祉

の
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
基
金
運
用
に
よ
り
、
国
保
財

政
を
維
持
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

高
齢
者
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ
る

医
療
費
の
増
大
に
伴
い
、
国
保
財

政
が
ひ
っ
迫
し
、
事
業
運
営
が
ま

す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
啓
発
、
疾
病
の

早
期
発
見
に
よ
る
医
療
費
の
抑
制
、

レ
セ
プ
ト
点
検
の
強
化
な
ど
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
税
率
の
見
直

し
な
ど
国
保
運
営
協
議
会
で
十
分

議
論
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
国
民

健
康
保
険
事
業
の
健
全
運
営
に
努

め
ま
す
。

創
造
性
豊
か
な
産
業
を 

　
　

育
む
ま
ち
づ
く
り

　

景
気
動
向
の
不
透
明
な
中
に

あ
っ
て
も
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

と
豊
富
な
資
源
を
活
か
し
た
地
域

産
業
の
振
興
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

時
代
に
適
合
し
た
創
造
性
豊
か

な
人
材
の
育
成
を
は
じ
め
、
関
係

機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
よ
り
密

接
に
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
振
興

　

本
市
の
農
業
は
、
高
い
生
産
基

盤
に
支
え
ら
れ
発
展
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
安
全
で
高
品
質
な
農

畜
産
物
の
生
産
基
地
と
し
て
消
費

者
の
信
頼
に
応
え
る
生
産
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　

担
い
手
の
育
成
確
保
に
つ
い
て

は
、
農
業
活
性
化
の
基
本
で
あ
る

経
営
感
覚
に
優
れ
た
人
材
の
育
成

に
向
け
、
経
営
改
善
支
援
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

予 算 の 概　 要要
ともに考えともに行動する

まちづくり
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 政 の 方 針 と

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

の
次
期
対
策
に
つ
い
て
は
、
遊
休

農
地
発
生
防
止
や
生
産
性
向
上
、

さ
ら
に
、
農
地
流
動
化
対
策
、
集

落
営
農
の
促
進
な
ど
、
地
域
農
業

の
担
い
手
の
育
成
に
向
け
取
り
組

み
ま
す
。

　

安
全
安
心
農
業
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
農
産
物
の
認
証
制
度
導
入

に
向
け
、
産
学
官
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
土
壌
分
析
を
基
本
に
、

農
産
物
の
品
質
な
ど
デ
ー
タ
の
集

積
・
分
析
を
行
い
、
独
自
の
基
準

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
農
業
生
産
振
興
総
合

対
策
事
業
お
よ
び
防
衛
施
設
周
辺

農
業
用
施
設
設
置
事
業
に
よ
り
、

生
産
施
設
・
機
械
設
備
お
よ
び
鹿

侵
入
防
止
柵
を
整
備
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
に
農
業
を
め
ざ

す
人
や
担
い
手
の
研
修
、
都
市
生

活
者
や
消
費
者
と
の
交
流
の
場
と

し
て
、
農
業
体
験
者
滞
在
施
設
や

産
業
研
修
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

生
産
基
盤

　

富
良
野
南
地
区
経
営
体
育
成
基

盤
整
備
事
業
ほ
か
、　

地
区
を
継

１０

続
事
業
と
し
て
取
り
組
み
、
平
扇

地
区
農
免
農
道
整
備
事
業
の
区
間

変
更
と
あ
わ
せ
、
生
産
性
の
高
い

土
地
基
盤
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
食
料
環
境
基
盤
緊
急
確

立
対
策
事
業
に
つ
い
て
も
、
生
産

基
盤
の
整
備
促
進
に
向
け
、
引
き

続
き
、
農
業
者
の
負
担
軽
減
を
図

り
ま
す
。

林
産
業

　

引
き
続
き
、
森
林
整
備
地
域
活

動
支
援
推
進
事
業
や
民
有
林
育
成

推
進
事
業
に
よ
る
森
林
整
備
を
進

め
、
森
林
資
源
の
質
的
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
産
材
の
利
用
拡
大
に

あ
た
っ
て
は
、
関
係
機
関
・
団
体

と
の
連
携
の
も
と
啓
蒙
普
及
に
努

め
、
林
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
富
良
野
２
世
紀
の
森

づ
く
り
に
向
け
た
、
市
民
参
加
に

よ
る
開
庁
１
０
０
年
記
念
植
樹
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

ワ
イ
ン
事
業

　

低
価
格
の
輸
入
ワ
イ
ン
や
酒
類

嗜
好
の
変
化
な
ど
国
産
ワ
イ
ン
を

取
り
巻
く
状
況
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
こ
と
か
ら
、
道
内
の
販
路
拡

大
に
向
け
て
営
業
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
地
元
消
費
の
拡
大
に
向

け
、
春
と
秋
、
２
回
の
市
民
還
元

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
良
品
質
ワ
イ
ン
製
造
の

た
め
、
新
品
種
の
栽
培
を
推
進
し
、

原
料
の
安
定
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
新
製
品
の
研
究
開
発
に
取

り
組
み
ま
す
。

農
産
加
工

　

豊
富
な
地
場
農
畜
産
物
を
活
用

し
た
新
製
品
開
発
や
既
存
特
産
品

の
付
加
価
値
向
上
を
図
る
た
め
、

有
識
者
に
よ
る
研
究
会
を
設
置
し
、

地
場
農
畜
産
物
の
利
用
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

商
工
業
振
興

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
も
と
融

資
・
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と

を
基
本
に
、
市
内
で
の
企
業
取
引

や
消
費
拡
大
、
雇
用
の
確
保
を
促

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
循
環

市市

主な事業と予算額（６つの施策別）

創造性豊かな産業を育むまちづくり創造性豊かな産業を育むまちづくり

100,409千円中山間地域等直接支払事業

330,098千円農業生産振興総合対策事業

71,703千円防衛施設周辺農業用施設設置
事業

1,000千円閑散期観光推進事業補助金

自然を生かした快適なまちづくり自然を生かした快適なまちづくり

142,370千円市道改良舗装事業

135,790千円公営住宅建設事業

632,881千円土地区画整理事業

207,396千円朝日通道路改良事業

154,107千円市街地再開発事業

1,620千円専用水道水質検査補助金

4,250千円専用水道滅菌室築造工事補助
金

195,506千円公共下水道事業

53,589千円特定環境保全公共下水道事業

64,100千円上水道第４次拡張事業
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型
経
済
の
波
及
効
果
を
高
め
、
経

営
基
盤
の
安
定
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
経
済
団
体
と
の
連

携
に
よ
り
、
起
業
化
促
進
に
向
け

て
の
支
援
や
、
市
内
で
の
消
費
拡

大
に
向
け
た「
バ
イ
富
良
野
運
動
」

や
地
産
地
消
「
ふ
ら
の
を
食
べ
よ

う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
継
続
実
施

す
る
と
と
も
に
、
農
産
物
の
収
穫

期
に
市
街
地
へ
の
誘
導
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

観
光

　
「
富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
」
に

よ
る
滞
在
型
観
光
推
進
を
基
本
に
、

通
年
的
に
安
定
し
た
誘
客
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
海
外
、
特
に
ア
ジ

ア
圏
か
ら
の
観
光
客
に
対
し
て
質

の
高
い
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を

提
供
す
る
た
め
、
外
国
語
で
の
情

報
提
供
や
案
内
業
務
を
積
極
的
に

行
う
と
と
も
に
、
観
光
事
業
者
を

中
心
と
し
た
外
国
語
研
修
を
支
援

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
北
の
国
か
ら
」
を
は

じ
め
「
優
し
い
時
間
」
や
「
全
国

高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
」
な

ど
の
新
た
な
観
光
資
源
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
自
然
や
環
境
に
視

点
を
置
い
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
開

発
な
ど
、
関
係
団
体
と
連
携
し
た

集
客
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

労
働
対
策

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
雇
用
情
勢

に
あ
り
ま
す
が
、
関
係
団
体
で
構

成
す
る
「
雇
用
促
進
協
議
会
」
が

実
施
す
る
地
域
提
案
型
雇
用
創
造

促
進
事
業
に
取
り
組
み
、
人
材
育

成
と
雇
用
確
保
に
努
め
ま
す
。

公
設
市
場

　

食
の
安
全
・
安
心
に
向
け
た
品

質
管
理
と
取
引
の
適
正
化
を
図
り
、

流
通
拠
点
と
し
て
衛
生
的
で
安
全

な
食
料
品
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

自
然
を
生
か
し
た 

　
　

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
の
安
全
で
快
適
な
生
活
環

境
の
向
上
と
活
力
あ
る
生
産
活
動

の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
都

市
機
能
の
充
実
に
取
り
組
み
、
自

然
を
生
か
し
た
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。

道
路
整
備

　

安
全
で
快
適
な
交
通
環
境
、
道

路
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

国
道
・
道
道
・
市
道
相
互
の
連
携

を
図
り
、
人
に
や
さ
し
い
道
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
高
規
格
道
路
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
、
工
事
着
工
に
向
け
、
道

路
構
造
物
お
よ
び
ト
ン
ネ
ル
の
実

施
設
計
、
用
地
確
定
測
量
、
用
地

説
明
会
を
経
て
、
用
地
買
収
の
予

定
で
す
。

　

国
の
直
轄
事
業
に
つ
い
て
は
、

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
エ
イ
事
業
に

よ
り
、
国
道　

号
と
2
3
7
号
交

38

差
点
の
改
修
工
事
と
、
潤
い
の
あ

る
道
路
空
間
を
創
出
す
る
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
の
整
備
や
歩
道
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
街
路
樹
の
植
栽
な

ど
が
実
施
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
国
道　

号
の
山
部
市
街

38

地
区
間
に
つ
き
ま
し
て
も
、
道
路

整
備
を
継
続
し
て
実
施
予
定
で
す
。

　

道
の
直
轄
事
業
に
つ
い
て
は
、

山
部
北
の
峰
線
、
南
陽
山
部
停
車

場
線
、
麓
郷
山
部
停
車
場
線
、
東

山
富
良
野
停
車
場
線
の
４
路
線
が

継
続
事
業
と
し
て
実
施
予
定
で
す
。

　

な
お
、
東
山
富
良
野
停
車
場
線

の
八
幡
丘
区
間
に
つ
い
て
は
、
舗

装
工
事
を
行
い
、
本
年
度
完
了
の

予
定
で
す
。

市
道
整
備

　

北
の
峰
右
3
丁
目
、
麓
郷
東
環

状
線
の
２
路
線
が
、
本
年
度
完
了

で
あ
り
、
東
4
線
、
西
４
条
の
２

路
線
に
つ
い
て
は
、
継
続
事
業
と

し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
安
全
性
・
快
適
性
の
向

上
を
め
ざ
し
て
、
街
路
灯
の
設
置

お
よ
び
道
路
舗
装
や
側
溝
改
良
を

計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

上
水
道

　

水
道
未
普
及
地
区
の
解
消
と
安

定
し
た
給
水
体
制
の
確
立
を
め
ざ

し
、
北
大
沼
地
区
、
上
五
区
地
区

で
の
第
４
次
拡
張
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　

配
水
管
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、

配
水
管
未
整
備
地
区
の
解
消
を
図

る
た
め
、
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、
山
部

地
区
の
配
水
管
新
設
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

　

専
用
水
道
組
合
に
対
し
て
は
、

水
道
法
の
改
正
に
よ
る
水
質
検
査

料
の
負
担
軽
減
お
よ
び
滅
菌
施
設

の
設
置
に
支
援
し
ま
す
。

下
水
道

　

水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
電
気
・
機

械
設
備
の
更
新
を
実
施
し
、
快
適

な
生
活
環
境
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

汚
水
管
整
備
に
つ
い
て
は
、
駅

前
地
区
の
移
設
工
事
を
実
施
し
ま

す
。

　

雨
水
幹
線
環
境
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
転
落
防
止
柵
の
設
置
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

山
部
地
区
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
汚
水
管
の
整
備
を
進
め
、
処

理
区
域
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

住
宅
対
策

　

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
居
住

環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成

　

年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
北
の

１１峰
団
地
の
建
替
工
事
が
、
本
年
度

完
了
で
す
。

　

ま
た
、
山
部
紅
い
実
団
地
の
建

替
え
に
向
け
、
現
況
調
査
、
基
本

計
画
の
策
定
を
実
施
し
ま
す
。

　

既
存
公
営
住
宅
の
改
善
事
業
に

予 算 の 概　 要要
ともに考えともに行動する

まちづくり
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つ
い
て
は
、
山
部
ユ
ー
フ
レ
団
地

の
水
洗
化
工
事
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
修
繕
を
計
画
的
に
実
施
し

ま
す
。

冬
の
暮
ら
し

　

冬
期
間
の
交
通
確
保
や
安
全
確

保
の
た
め
、
市
民
の
協
力
の
も
と
、

除
排
雪
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
を

図
る
た
め
、
消
融
雪
施
設
の
普
及

促
進
に
努
め
ま
す
。

公
園
緑
地

　

農
村
広
場
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
快

適
な
生
活
環
境
を
め
ざ
し
、
公
園

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
、
道
路
・
公

園
の
緑
化
事
業
を
継
続
実
施
し
ま

す
。

　

ま
た
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
関

係
団
体
な
ど
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

鉄
道
・
バ
ス

　

公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て
は
、

　

こ
う
し
た
時
代
の
動
き
を
的
確

に
と
ら
え
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
市
民
一
人
ひ
と
り
が
意
欲
的
に

学
び
、
健
康
で
心
豊
か
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
家
庭
、

学
校
、
地
域
社
会
と
の
連
携
の
も

と
、
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
の
推

進
や
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

学
校
教
育

　

学
習
指
導
要
領
に
示
す
基
礎
・

基
本
の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め
、

各
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
取
り

組
み
を
通
し
、
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
に
学
ぶ
意
欲
や
主
体
的
に
判

断
す
る
力
な
ど
、
確
か
な
学
力
や

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

学
校
再
編

　

児
童
生
徒
の
集
団
活
動
を
通
し
、

人
と
の
接
し
方
や
社
会
性
、
自
立

性
を
養
う
教
育
環
境
を
整
え
る
た

め
、
学
校
再
編
へ
向
け
、
引
き
続

き
地
域
、
学
校
関
係
者
と
協
議
を

進
め
ま
す
。

児
童
生
徒
の
健
全
育
成

　

社
会
教
育
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
関

係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
児
童
生

徒
の
放
課
後
や
土
曜
日
の
学
習
機

会
の
充
実
、
関
連
施
設
の
開
放
な

ど
、
教
育
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。　

幼
児
教
育

　

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
認
定

に
よ
る
子
育
て
支
援
や
幼
児
教
育

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
預
か

り
保
育
奨
励
補
助
、
障
が
い
児
教

　

今
日
、
国
際
化
・
情
報
化
の
一

層
の
進
展
、
少
子
・
高
齢
化
の
進

行
や
三
位
一
体
改
革
な
ど
時
代
や

社
会
の
大
き
な
変
化
に
対
応
す
る
、

確
か
な
学
力
、
生
き
る
力
を
育
む

教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
、
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
変
革
の
大
き

な
流
れ
の
中
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
生
涯
に
わ
た
り
自
ら
を
高
め
る

教
育
環
境
づ
く
り
や
、
い
じ
め
・

不
登
校
な
ど
問
題
行
動
の
未
然
防

止
、
家
庭
、
地
域
社
会
の
教
育
力

の
向
上
な
ど
、
豊
か
で
活
力
あ
る

社
会
を
築
く
教
育
課
題
へ
の
対
応

が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

市市

地
域
に
密
着
し
た
バ
ス
生
活
交
通

路
線
の
維
持
対
策
と
し
て
、
路
線

維
持
費
補
助
を
行
い
、
市
民
生
活

の
足
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
に
向

け
た
啓
発
を
図
り
ま
す
。

教
育
行
政
執
行
方
針
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育
補
助
、
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励

補
助
に
よ
り
就
園
機
会
の
拡
充
と

保
護
者
負
担
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

心
の
教
育

　

基
本
的
な
判
断
や
行
動
、
他
人

を
思
い
や
る
心
な
ど
、
豊
か
な
心

を
育
て
る
道
徳
教
育
の
充
実
に
努

め
る
と
と
も
に
、
適
応
指
導
教
室

を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
、
団
体
と
連
携
し
、
児

童
生
徒
へ
の
相
談
や
指
導
体
制
の

充
実
を
図
り
、
学
校
に
お
け
る
危

機
管
理
体
制
の
徹
底
に
努
め
ま
す
。

特
別
支
援
教
育

　

国
の
中
央
教
育
審
議
会
な
ど
の

検
討
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
特
別

支
援
教
育
の
推
進
体
制
の
整
備
に

努
め
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
特
殊
学
級　

学
級

２５

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
扇
山
小

学
校
の
通
級
指
導
教
室
を
継
続
し

ま
す
。

総
合
学
習

　

郷
土
の
歴
史
や
伝
統
文
化
、
環

境
、
森
林
資
源
、
演
劇
な
ど
を
学

習
教
材
に
、
各
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
体
験
学
習
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
農
業
に

対
す
る
理
解
や
食
へ
の
関
心
を
助

長
す
る
た
め
、
学
校
農
業
園
活
用

事
業
を
継
続
し
ま
す
。

情
報
教
育

　

麓
郷
小
学
校
、
樹
海
東
小
学
校
、

富
良
野
東
中
学
校
の
教
育
コ
ン

成
人
教
育

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習

機
会
の
提
供
を
は
じ
め
、
市
民
の

学
習
活
動
に
対
す
る
支
援
や
女
性

団
体
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
教
育

　

生
き
が
い
と
心
の
豊
か
さ
を
高

め
る
こ
と
ぶ
き
大
学
の
充
実
や
学

習
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
豊

富
な
知
識
や
経
験
を
生
か
し
た
地

域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

伝
承
活
動
を
通
し
た
社
会
参
加
へ

の
促
進
に
努
め
ま
す
。

芸
術
文
化
の
振
興

　

潤
い
の
あ
る
地
域
文
化
の
創
造

に
向
け
、
富
良
野
演
劇
工
場
の
民

間
に
よ
る
効
率
的
・
機
動
的
な
運

営
と
と
も
に
、
北
海
道
舞
台
塾
事

業
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
富
良
野
演
劇
祭
や
子
ど

も
芸
術
劇
場
の
開
催
と
と
も
に
、

市
民
総
合
文
化
祭
な
ど
文
化
団
体

の
育
成
や
交
流
、
発
表
を
通
し
て

予 算 の 概　 要要

ピ
ュ
ー
タ
の
更
新
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
整
備
に
よ
り
、
学
習
活
動
の
充

実
、
児
童
生
徒
の
活
用
能
力
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

学
校
図
書

　

計
画
的
に
蔵
書
や
図
書
資
料
の

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
市
立
図

書
館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ブ
ッ

ク
ト
ラ
ッ
ク
を
有
効
活
用
し
、
朝

の
一
斉
読
書
や
読
み
聞
か
せ
会
な

ど
、
児
童
生
徒
の
読
書
活
動
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

国
際
理
解
教
育

　

外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
外

国
語
指
導
助
手
２
名
を
小
中
学
校

に
派
遣
し
、
語
学
力
向
上
や
外
国

文
化
、
生
活
習
慣
な
ど
を
学
ぶ
教

育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

高
等
学
校
教
育

　

学
区
変
更
に
対
応
す
る
た
め
、

富
良
野
市
中
高
学
校
経
営
連
絡
協

議
会
を
継
続
し
、
中
学
校
の
進
路

指
導
の
充
実
や
地
元
高
等
学
校
の

教
育
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
就
学
資
金
の
活
用
や

高
等
学
校
バ
ス
通
学
費
補
助
を
実

施
し
、
教
育
機
会
の
拡
充
、
保
護

者
負
担
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

学
校
教
育
施
設
整
備

　

山
部
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
耐

力
度
調
査
、
樹
海
西
小
学
校
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
、
学
校
環
境

整
備
や
教
員
住
宅
の
維
持
管
理
に

努
め
ま
す
。

社
会
教
育

　

市
民
が
地
域
性
や
個
性
・
特
性

を
発
揮
し
、
生
涯
に
わ
た
る
自
主

的
な
学
習
活
動
が
で
き
る
場
の
提

供
に
努
め
る
た
め
、
第
４
次
社
会

教
育
中
期
計
画
に
基
づ
き
、
学
習

機
会
の
充
実
、
団
体
育
成
、
学
習

条
件
の
整
備
や
体
制
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

家
庭
教
育

　

全
て
の
教
育
の
出
発
点
で
あ
る

家
庭
教
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
親
子
を
対
象
と
し
た
事
業

の
推
進
や
家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
や
親
の
不
安
や
悩
み
な
ど
の
解

決
に
向
け
て
、
家
庭
教
育
何
で
も

相
談
電
話
の
利
用
促
進
や
家
庭
教

育
手
帳
な
ど
啓
発
資
料
の
有
効
活

用
に
よ
り
、
家
庭
教
育
機
能
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

青
少
年
教
育

　

子
ど
も
会
活
動
や
青
少
年
サ
ー

ク
ル
団
体
活
動
の
活
性
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、
公
民
館
事
業
や
学

社
融
合
事
業
を
通
し
て
自
然
を
生

か
し
た
体
験
学
習
活
動
や
世
代
間

の
交
流
活
動
を
推
進
し
、
豊
か
な

人
間
性
や
た
く
ま
し
く
時
代
を
生

き
抜
く
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の

た
め
、
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
非
行
防
止
に
努
め
ま
す
。

ともに考えともに行動する
まちづくり
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市
民
の
芸
術
文
化
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

公
民
館
分
館

　

生
涯
学
習
時
代
の
到
来
や
高
度

情
報
化
が
進
み
、
地
域
の
集
会
施

設
と
し
て
の
利
用
へ
と
大
き
く
変

わ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
公
民
館
分
館
を
廃
止
し
、

地
域
会
館
へ
の
移
行
に
向
け
、
引

き
続
き
地
域
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

文
化
財

　

郷
土
の
歴
史
や
文
化
へ
の
理
解

と
保
護
を
図
る
た
め
、
富
良
野
市

歴
史
散
歩
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
ふ

ら
の
歴
史
散
歩
や
歴
史
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
高
規
格
道
路
工
事

予
定
地
内
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

の
事
前
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
東
大
演
習
林
と
共
同
で
林
内

の
遺
跡
の
分
布
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
富
良
野
獅
子
舞
・
山

部
獅
子
舞
・
富
良
野
弥
栄
太
鼓
な

ど
郷
土
芸
能
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

体
験
と
交
流
を
基
調
と
す
る
学

習
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
特

に
、生
涯
教
育
の
原
点
で
あ
る「
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
」

が
学
習
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
、
生
涯
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
と
養
成

に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
調
印
し
た
東
大

演
習
林
と
の
地
域
交
流
協
定
に
基

づ
い
て
、
特
別
展
・
自
然
観
察
会
・

子
ど
も
自
然
塾
な
ど
を
開
催
し
ま

す
。

図
書
館

　

心
の
豊
か
さ
や
自
己
実
現
へ
の

学
習
意
欲
の
高
ま
り
の
中
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
や
、
情
報
化
・
国

際
化
な
ど
、
市
民
の
価
値
観
の
変

化
や
高
度
化
に
対
応
し
た
生
涯
学

習
支
援
の
た
め
、
図
書
及
び
情
報

資
料
の
計
画
的
な
収
集
に
よ
り
蔵

書
の
整
備
充
実
に
努
め
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

市
民
の
健
康
や
体
力
づ
く
り
へ

の
関
心
が
年
々
高
ま
り
を
見
せ
て

お
り
ま
す
。

　

市
民
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
り
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
な
が
ら
自
主
的

に
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
環
境
の

整
備
や
全
国
で
活
躍
で
き
る
競
技

者
の
育
成
な
ど
、
第
４
次
社
会
体

育
中
期
計
画
に
基
づ
き
、
健
康
で

生
き
が
い
の
あ
る
地
域
社
会
を
め

ざ
し
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

努
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体

　

競
技
力
の
向
上
及
び
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
・
促
進
を
図

る
た
め
、
引
き
続
き
体
育
協
会
や

各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

自
主
事
業

　

体
育
指
導
委
員
や
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
協
力
を
得
て
、
市
民
自
ら
が

健
康
や
体
力
に
応
じ
、
自
発
的
に

参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開

催
や
学
校
体
育
施
設
の
開
放
事
業

を
推
進
し
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
拡

大
と
体
力
向
上
に
努
め
ま
す
。

競
技
ス
ポ
ー
ツ

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
力
の
向
上

に
向
け
、
指
導
者
や
選
手
強
化
に

努
め
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の

支
援
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ

く
り
推
進
事
業
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大

会
を
は
じ
め
、
全
国
・
全
道
規
模

の
６
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
功
に
向

け
支
援
を
行
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設

　

多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
軽
ス

ポ
ー
ツ
か
ら
競
技
ス
ポ
ー
ツ
ま
で

幅
広
く
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ

う
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
公
認
有
料
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者

と
連
携
し
、
世
代
間
交
流
の
場
と

し
て
活
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
や

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら
れ

る
施
設
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
屋
内
水
泳
プ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
健
康
や
体
力
づ
く
り

に
高
齢
者
や
市
民
の
幅
広
い
利
用

の
拡
大
に
向
け
、
水
泳
教
室
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

市市
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表１  管理委託制度と指定管理者制度の違い

◆
そ
の
目
的
は
？

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
多
様
化

す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
、
よ
り
効
果

的
、
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
、

公
の
施
設
の
管
理
に
民
間
の
能
力
、

発
想
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
つ
つ

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
経
費
の
削
減
な
ど
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。 

◆「
公
の
施
設
」と
は
？ 

 　

公
の
施
設
と
は
、
地
方
公
共
団

体
が
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
た

め
に
設
置
し
、
そ
の
地
方
公
共
団

体
の
住
民
が
利
用
す
る
施
設
の
こ

と
で
、
体
育
施
設
、
文
化
施
設
、

社
会
福
祉
施
設
、
観
光
施
設
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
市
役
所
や
支
所
は
、

行
政
の
事
務
所
に
あ
た
る
の
で
、

該
当
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
道
路
法

や
河
川
法
、
下
水
道
法
、
学
校
教

育
法
な
ど
個
別
法
に
よ
り
管
理
主

体
が
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

対
象
施
設
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
公
の
施
設
の 

              
「
管
理
」と
は
？ 

 　

指
定
管
理
者
が
行
う
公
の
施

設
の
管
理
と
は
、
施
設
の
設
置
目

的
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
包
括
的
な

管
理
の
こ
と
で
、
清
掃
、
警
備
、

保
守
な
ど
の
個
々
の
業
務
と
は
異

な
り
ま
す
。
清
掃
、
警
備
、
保
守

な
ど
は
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
者
が
直
接
行
う
か
、
あ
る
い

は
指
定
管
理
者
か
ら
他
の
業
者
に

委
託
さ
れ
ま
す
。
市
が
直
接
管
理

す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
市
が
業

指
定
管
理
者
制
度
と
は

　

平
成　

年
９
月
に
地
方
自
治
法

15

が
改
正
さ
れ
、
公
の
施
設
の
管
理

に
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
公
の
施
設
の
管
理

を
自
治
体
が
外
部
に
委
ね
る
場
合

は
、
相
手
先
が
市
の
出
資
法
人
や

公
共
的
団
体
な
ど
に
限
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
に
よ
り
、
市
議
会
の

議
決
を
経
て
指
定
さ
れ
た
民
間
事

業
者
を
含
む
幅
広
い
団
体
（
指
定

管
理
者
）
に
委
ね
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
向
け
て
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す

と　

き  
４
月　

日
�月
 
  
午
後
７
時

２５

と
こ
ろ  
市
役
所
大
会
議
室

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は　

日
�水
 

ま
で
に
総
務
課

２０

（�
３
９
‐
２
３
０
０
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

指定管理者制度管理委託制度

民間事業者を含む法人
その他の団体（個人は不
可）
議会の議決を経て指定

出資法人・公共団体・公
共的団体などに限定

管 理 主 体

①施設の管理に関する
権限を指定管理者に委
任して行わせるもので
あり、施設の使用許可も
行うことができる。

②施設の設置者である
地方公共団体は、管理権
限の行使は行わず、設置
者としての責任を果た
す立場から必要に応じ
て指示などを行う。

①施設の設置者である
地方公共団体と、条例に
基づく契約により、具体
的な管理の事務または
業務の執行を行う。

②施設の管理権限及び
責任は、設置者である地
方公共団体が引き続き
有し、施設の使用許可権
限は委託できない。

管 理 主 体

の 権 限 と

業務の範囲

「指定」という行政処分
※管理の詳細は「協定」
により明確にする。

委託契約
市 と の

法 的 関 係

者
に
委
託
し
ま
す
。 

◆ 
こ
れ
ま
で
と 

              
ど
う
違
う
の
？ 

　

主
に
次
（
表
１
）
の
よ
う
な
違

い
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課

�
３
９
‐
２
３
０
０
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◆
市
の
方
針
と
移
行
期
間 

 　

法
が
施
行
さ
れ
た
平
成　

年
１５

９
月
以
降
に
新
設
の
施
設
は
当
初

か
ら
、
ま
た
、
現
に
管
理
委
託
を

し
て
い
る
公
の
施
設
に
つ
い
て
は

経
過
措
置
に
よ
り
３
年
以
内
（
平

成　

年
９
月
１
日
ま
で
）
に
「
直

１８
営
」
も
し
く
は
「
指
定
管
理
者
制

度
」
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 　

　

市
で
は
、
す
べ
て
の
公
の
施
設

に
つ
い
て
管
理
の
あ
り
方
を
検
討

し
、
現
在
管
理
委
託
し
て
い
る
施

設
つ
い
て
は
、
平
成　

年
4
月
1

18

日
を
も
っ
て
指
定
管
理
者
制
度
へ

移
行
す
る
方
針
で
す
。
ま
た
、
公

民
館
分
館
及
び
集
落
セ
ン
タ
ー
も
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

の
均
衡
な
ど
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

平
成　

年
４
月
１
日
移
行（
表
２
）

18

の
予
定
で
す
。

　

な
お
、
現
在
直
営
で
管
理
し
て

い
る
そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

今
後
課
題
を
整
理
し
て
準
備
が

整
っ
た
施
設
か
ら
順
次
指
定
管
理

者
制
度
へ
移
行
し
て
い
く
予
定
で

す
。

◆
既
に
導
入
し
て
い
る 

       
施
設
と
指
定
管
理
者

富
良
野
演
劇
工
場

　

N
P
O
法
人
ふ
ら
の
演
劇
工
房

平
成　

年
3
月　

日
ま
で
の
5
年
間

21

31

金
満
緑
地
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

大
北
土
建
工
業
㈱

山
部
自
然
公
園
太
陽
の
里
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場

　

山
部
商
業
協
同
組
合

東
山
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

社
団
法
人
富
良
野
市
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
い
ず
れ
も
平

成　

年
3
月　

日
ま
で
の
３
年
間

20

31

◆
募
集
と
選
定
方
法　

　

指
定
管
理
者
は
原
則
公
募
に
よ

り
ま
す
が
、
施
設
の
設
置
目
的
な

ど
を
考
慮
し
て
特
定
の
団
体
に
管

理
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
施
設
は
公
募
せ

ず
に
特
定
の
団
体
を
指
定
し
ま
す
。

例
え
ば
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
拠
点
施
設
で
あ
り
、
地
域
密

着
型
の
施
設
で
地
域
の
公
共
的
団

体
（
連
合
町
内
会
や
町
内
会
）
に

管
理
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
施
設
で
す
。

◆
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

７
月　

市
民
か
ら
意
見
募
集

9
月　

施
設
の
設
置
条
例
改
正

（
制
度
導
入
施
設
の
決
定
）

　

〜　

月　

公
募
、
受
付
、
選
定

10

11

（
指
定
管
理
予
定
者
の
決
定
）

　

月　

指
定
管
理
者
の
決
定
（
議

12会
の
指
定
議
決
）

指定管理者制度の導入に向けての
意見交換会を開催します

担当所管課施 設 名担当所管課施 設 名

農林課西達布たちばな婦人ホーム管
理
委
託
し
て
い
る
施
設企画振興課

朝日会館

管

理

委

託

し

て

い

る

施

設

ぶどう果樹研究所ワインハウス東春地区コミュニティセンター

商工観光課
山部ふれあいの家北の峰コミュニティセンター

物産センター島の下会館

農産加工研究所手づくり体験工房育良会館

生涯学習センター郷土芸能伝習館山部西地区コミュニティセンター

農林課

布礼別集落センター

直

営

管

理

し

て

い

る

施

設

栄町コミュニティセンター

麓郷集落センター末広コミュニティセンター

西達布集落センター南コミュニティセンター

平沢集落センター瑞穂コミュニティセンター

社会教育課

中央公民館御園分館山部南地区コミュニティセンター

中央公民館鳥沼分館財政課日の出駐車場

中央公民館布部分館
環境リサイクル課

女性センター

中央公民館八幡丘分館消費生活センター

中央公民館布礼別分館
介護保険課

在宅介護支援センターいちい

山部公民館北星分館在宅介護支援センターやまべ

山部公民館南陽分館

福祉課

デイサービスセンターいちい

東山公民館西達布分館デイサービスセンターやまべ

東山公民館老節布分館地域福祉センター

東山公民館三の山分館
農林課

農業体験者滞在施設

中央公民館麓郷分館ハイランドふらの

表２　平成１８年４月１日から指定管理者制度の導入を予定している施設
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本
年
度
よ
り
、
富
良
野
市
総
合

計
画
実
施
計
画
の
中
期
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
各
事
業
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
市
民
参

加
手
続
き
を
個
別
に
実
施
し
な
が

ら
進
め
ま
す
。

現
在
の
情
勢

　

国
の
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税

の
大
幅
削
減
を
は
じ
め
と
し
た
歳

入
の
減
少
は
、
市
の
こ
れ
ま
で
の

事
業
見
直
し
や
、
人
件
費
削
減
な

ど
の
努
力
の
範
囲
を
遥
か
に
し
の

ぐ
勢
い
で
進
ん
で
お
り
、
事
業
実

施
時
期
の
思
い
切
っ
た
見
直
し
な

ど
の
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
財

政
再
建
団
体
転
落
（
自
治
体
の
事

実
上
の
倒
産
）
と
い
う
事
態
が
現

実
の
も
の
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

見
直
し
状
況

　

こ
れ
ま
で
の
計
画
で
は
、
平
成

　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の

18

22

５
ヵ
年
を
後
期
計
画
と
し
て
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
見
直
し

を
１
年
早
め
て
実
施
し
、
市
の
財

政
状
況
に
見
合
っ
た
事
業
構
成
に

改
め
る
と
と
も
に
、
大
き
く
変
動

す
る
情
勢
へ
の
柔
軟
な
対
応
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
平
成　

年
度
か

17

ら
の
６
ヵ
年
間
を
、
中
期
・
後
期

の
各
３
ヵ
年
に
分
割
し
、
見
直
し

の
機
会
を
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
見
直
し
に
際
し

て
は
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
に
よ

り
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
次
の
方
針
を
定

め
て
事
業
の
整
理
を
進
め
ま
し
た
。

〇
福
祉
と
義
務
教
育
の
分
野
の
事

業
を
優
先
す
る
こ
と

〇
総
合
計
画
（
基
本
計
画
）
の
施

策
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

〇
事
業
効
果
に
構
想
の
実
現
に
向

け
た
戦
略
的
（
向
上
的
）
要
素
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と

注
意
事
項

〇
今
回
の
見
直
し
方
針
に
基
づ
き
、

債
務
の
支
払
い
な
ど
「
市
の
日
常

的
な
運
営
に
必
要
な
経
費
」
に
つ

い
て
は
、
戦
略
的
（
向
上
的
）
要

素
が
含
ま
れ
な
い
た
め
、
実
施
計

画
か
ら
除
外
し
て
い
ま
す
。

〇
「
国
や
道
が
主
体
と
な
っ
て
実

施
す
る
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
事

業
費
の
ほ
と
ん
ど
が
市
の
予
算
に

含
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
参
考
実

施
事
業
扱
い
と
し
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
事
業
費
に
つ

い
て
は
、
実
施
計
画
事
業
費
に
は

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

〇
事
業
名
な
ど
が
、
平
成　

年　
16

12

月
実
施
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
き
時
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
新
年
度
予
算
編

成
時
の
調
整
に
基
づ
く
修
正
を
加

え
た
も
の
で
、
事
業
そ
の
も
の
の

内
容
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
基
本
計
画
に
記
載
の
内
容
は
、

国
や
道
の
制
度
改
正
や
今
後
の
財

政
状
況
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
（
市
民
参
加
の
各
種

手
続
き
に
よ
り
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

調
整
を
進
め
て
い
き
ま
す
）。

総
合
計
画
実
施
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

中
期
計
画
（
平
成　

〜　

年
度
）
／
後
期
計
画
（
平
成　

〜　

年
度
）

１７

１９

２０

２２

富良野市総合計画及び実施計画は
次の場所で閲覧できます

　●行政情報コーナー（市役所１階ロビー）
　●山部・東山支所の窓口
　●企画振興課（市役所２階）
　●市ホームページ
　    http://www.city.furano.hokkaido.jp/

　　　�問 企画振興課　�３９‐２３０４
　　　　電子メール　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp

単位：百万円中期・後期実施計画事業費

６章
自然を生か
した快適な
まちづくり

５章
創造性豊かな
産業を育む
まちづくり

４章
ふれあいの心
がつくる健康
なまちづくり

３章
安全で安心
して暮らす
まちづくり

２章
心 豊 か に
学 び あ う
まちづくり

１章
みんなでつ
くる健全な
まちづくり

事業費事 業 期 間

5,6372,8933,10225544414112,472中期（平成１７～１９年度）

1,8762,6243,1041727071098,592後期（平成２０～２２年度）

7,5135,5176,2064271,15125021,064計

総合計画実施計画がまとまりました

中期（平成１７～１９年度）
後期（平成２０～２２年度）
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年 度
事 業 名 称

年 度
事 業 名 称 後 期中 期後 期中 期

222120191817222120191817

１章  みんなでつくる健全なまちづくり○○○○○○総合文化祭事業

○○○○○○市民向け予算説明書作成--○---文化会館整備事業

○○○○○○コミュニティーＦＭラジオとの連携○○○○○○演劇工場管理運営

○○○○○○まちづくりのルール策定事業○○○○○○ふらの演劇祭実行委員会交付金

○○○○○○地域づくり推進事業----○○ゆうふれ音楽祭実行委員会補助金

-----○コミュニティセンター整備事業○○○○○○北海へそ踊り保存会補助金

○○○○○○情報運営管理事業○○○○○○富良野弥栄太鼓保存会補助金

○○○○○○中期財政見通しの策定と管理○○○○○○富良野獅子舞保存会補助金

２章  心豊かに学びあうまちづくり○○○○○○山部獅子舞保存会補助金

○○○○○○生涯学習講演会事業○○○○○○学校開放事業

○○○○○○私立幼稚園補助金○○○○○○全国高等学校選抜スキー大会

○○○○○○児童生徒送迎事業-○--○-富良野陸上競技場改修事業

○○○○○○遠距離通学費補助金-○----サブアリーナ整備事業

○○○○○○部活動実践校補助金-----○麓郷地区農村広場パークゴルフ場整備事業

○○○○○○学校農業園活用事業交付金○○○○○○国際交流事業

○○○○○○コミュニティーづくり推進事業○○○○○○友好都市交流事業

--○---郷土学習資料発行事業-○-○-○全国へそのまちサミットへの参加事業

○○○○○○適応指導教室事業３章  安全で安心して暮らすまちづくり
○○○○○○外国語指導助手招致事業○○○○○○環境保全対策事業

○○○○○○教育用コンピュータ整備事業○○○○○○ごみ減量と資源リサイクル推進事業

○-○○○-学校環境整備事業○○○○○○ごみステーション整備補助金

-○○--○山部小学校屋内運動場改築事業---○○○合併処理浄化槽設置整備事業

○○○○○○育英事業○○○○○○消防設備整備事業

○○○○○○高等学校バス通学費補助金○○○○○○消防施設整備事業

○○○○○○教育バス運送業務事業---○--救助資機材等総合整備事業

○○○○○○家庭教育セミナー事業○○○○○○防犯灯維持費補助金

○○○○○○成人式事業○○○○○○防犯灯設置費補助金

○○○○○○優良青年表彰式事業○○○○○○交通安全対策事業（道路区画線表示）

○○○○○○富良野市ことぶき大学事業○○○○○○交通安全啓発事業

○○○○○○ふらの市民講座事業○○○○○○消費生活センター・女性センター運営事業

○○○○○○図書資料整備事業４章  ふれあいの心がつくる健康なまちづくり
○○○○○○学社融合推進事業○○○○○○母子保健事業

○○○○○○青少年補導センター事業○○○○○○老人保健事業

○○○○○○少年の主張大会事業○○○○○○公衆浴場確保対策事業

○○○○○○子ども会育成事業○○○○○○地域センター病院改築対策事業

○○○○○○芸術文化事業補助金○○○○○○山部・東山地区コミュニティカー運行事業

総合計画実施計画がまとまりました

中期（平成１７～１９年度）
後期（平成２０～２２年度）
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年 度
事 業 名 称

年 度
事 業 名 称 後 期中 期後 期中 期

222120191817222120191817

４章  ふれあいの心がつくる健康なまちづくり---○○○へき地保育所再編化事業

-----○緊急搬送自動車購入○○○○○○子育て支援短期利用事業

○○○○○○救急医療啓発普及委託事業○○○○○○子育て支援センター運営

○○○○○○広域救急医療対策事業運営費補助金○○○○○○認可外私立保育所補助金

○○○○○○年末年始救急医療業務○○○---児童福祉施設整備事業

○○○○○○看護職員養成修学資金貸付金○○○---つどいの広場開設事業

---○○○老人医療給付特別対策事業○○○---一時保育事業(特別保育）

○○○○○○重度心身障害者医療給付事業○○○---病後児保育事業

○○○○○○ひとり親家庭等医療給付事業○-----緑町児童館改築事業

○○○○○○乳幼児医療給付事業○○○○○○こども通園センター運営

-----○地域福祉計画策定○○○○○○母子家庭等奉仕員派遣事業

-----○ふれあいのまちづくり事業○○○○○○学童保育センター運営

○○○○○○高齢者入湯料助成事業○○○○○○身体障害者施設訓練等支援事業

○○○○○○敬老会実施事業○○○○○○精神障害者地域生活援助事業運営費補助金

----○○敬老祝金給付事業○○○○○○精神障害者社会復帰施設等通所交通費助成事業

○○○○○○老人クラブ運営費補助金○○○○○○腎臓機能障害者及び特定疾患患者通院交通費助成事業

○○○○○○高齢者いきいき事業○○○○○○知的障害者施設訓練等支援事業

○○○○○○高齢者元気事業○○○○○○知的障害者施設入所者医療事業

○○○○○○富良野市シルバー人材センター補助金○○○○○○心身障害者（児）小規模作業所運営費補助金

○○○○○○除雪ヘルパー派遣事業○○○○○○精神障害者居宅介護等事業

○○○○○○高齢者配食サービス事業○○○○○○身体障害者居宅生活支援事業

○○○○○○老人施設入所委託措置事業○○○○○○知的障害者居宅生活支援事業

○○○○○○高齢者等緊急通報システム事業○○○○○○障害児保育事業

○○○○○○高齢者介護用品支給事業○○○○○○障害児居宅生活支援事業

○○○○○○外出支援サービス事業○○○○○○特別障害者手当給付事業

○○○○○○住宅改修助成事業○○○○○○更生医療給付事業

○○○○○○在宅介護支援センター運営○○○○○○補装具交付事業

○○○○○○介護保険特別対策事業○○○○○○重度身体障害者日常生活用具給付事業

○○○○○○成年後見制度利用支援事業○○○○○○身体障害児補装具交付事業

○○○○○○家族介護慰労金○○○○○○重度障害者（児）タクシー料金助成事業

○○○○○○自立支援ホームヘルプサービス事業○○○○○○重度身体障害者（児）自助具給付事業

○○○○○○生活支援ショートステイ事業○○○○○○身体障害者自動車運転免許取得助成事業

○○○○○○生きがいデイサービス事業５章  創造性豊かな産業を育むまちづくり
○○○○○○転倒骨折予防事業-----○食料・環境基盤緊急確立対策事業

○○○○○○地域ふれあい支援事業---○○○平扇地区農免農道整備事業

--○○○○認可保育所再編化事業----○○生産調整円滑化推進事業

中期（平成１７～１９年度）
後期（平成２０～２２年度）

総合計画実施計画がまとまりました
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年 度
事 業 名 称

年 度
事 業 名 称 後 期中 期後 期中 期

222120191817222120191817

○○○○○○防衛施設周辺農業用施設設置事業６章  自然を生かした快適なまちづくり
----○-国営かんがい排水事業（空知川右岸１期地区）-○○---富良野市都市計画用途変更・区域変更

---○--国営かんがい排水事業（空知川右岸２期地区）-----○北の峰右３丁目道路改良舗装事業

○○○○○○農業生産振興総合対策事業--○○○○東４線道路改良舗装事業

-○○○○○中山間地域等直接支払事業-----○麓郷東環状線道路改良舗装事業

-○○○○○地域用水機能増進事業○○○---五区山部線舗装整備事業

-○○○○-畜産担い手育成総合整備事業（再編整理型）○-----北の峰環状線道路改良舗装事業

○○○○○○農業気象情報システム運営----○○西４条道路改良舗装事業費

○-----家畜衛生専門指導事業負担金---○○○北１丁目１道路改良舗装事業

○○○○○○家畜伝染病防疫対策事業○○○○--扇緑町本通道路改良舗装事業

○○○○○○農業経営基盤強化資金利子助成事業○○○---西８条２道路改良舗装事業

--○○○-農地流動化促進緊急対策事業利子助成事業-○----南１丁目１道路改良舗装事業

○○○○○○農業経営基盤強化促進対策事業○-----南４丁目２道路改良舗装事業

○-----地域営農支援事業○-----東４条１道路改良舗装事業

○○○○○○産業研修センター管理運営-----○黒田橋架換事業

○○○○○○アグリパートナー推進事業○○○○○○交通安全対策事業（照明灯設置）

○-----チャレンジ農業支援事業○○○○○○ＪＲ利用促進事業

○○○○○○安全・安心農業推進事業○○○○○○生活交通路線維持対策事業

----○○森林整備地域活動支援推進事業○○○○○○第４次拡張事業

○○○○○○市有林造成事業○○○○○○専用水道維持対策事業

○○○○○○民有林育成推進事業○○○○○○公共下水道事業（処理場）

○○○○○○市民が造る森事業---○○○公共下水道事業（管渠）

○○○○○○森林作業員就業条件整備事業---○○○特定環境保全公共下水道事業（管渠）

○○○○○○中小企業振興資金融資事業○○○○○○公共下水道雨水幹線環境整備事業

○○○○○○小口緊急特別資金融資事業○○----清水山河畔緑地整備事業

○○○○○○商工業パワーアップ資金融資事業○○○○○○公園リフレッシュ事業

○○○○○○中小企業経営改善指導事業等補助事業○○○○○○公営住宅建設事業

○○○○○○商店街活性化ソフト事業○○○○○○公営住宅ストック総合改善事業

○○○○○○地域特産品開発振興対策事業○○○○○○ふらのらしい住まいづくり推進事業

○○○○○○企業振興促進補助事業○○○○○○消融雪施設普及事業

○○○○○○ふらの観光協会補助金---○○○市街地再開発事業費

○○○○○○閑散期観光推進事業---○--健康増進型地域交流施設事業

○○○○○○富良野・美瑛キャンペーン推進事業○○○○--健康増進施設維持管理

○○○○○○北海へそ祭り実行委員会補助金---○○○土地区画整理事業

○○○○○○人材育成対策事業----○○まちづくり会社自立支援事業

○○○○○○勤労者福祉推進事業---○○○朝日通道路改良事業

総合計画実施計画がまとまりました

中期（平成１７～１９年度）
後期（平成２０～２２年度）
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意
見
の
概
要

①
職
員
の
福
利
厚
生
に
つ
い
て

（
１
件
）

　

各
種
補
助
金
が
減
額
さ
れ
る
中

で
、
市
職
員
福
利
厚
生
会
に
対
す

る
補
助
金
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な

の
か
、
過
去
５
年
位
の
内
容
の
公

表
と
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇
市
の
考
え
◇

　

富
良
野
市
職
員
福
利
厚
生
会
へ

の
市
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
表
１

の
と
お
り
推
移
し
て
い
ま
す
。
平

成　

年
度
に
は
行
政
改
革
に
よ
り
、

１６
７
０
６
万
円
（
市
職
員
福
利
厚
生

会
予
算
に
占
め
る
割
合　

％
、
前

３７

年
対
比
マ
イ
ナ
ス　

％
、
一
人
当

２５

た
り
年
間
２
万
円
）
に
削
減
し
て

お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
以
降
に
お
い
て
も

１７

行
政
改
革
推
進
計
画
に
基
づ
き
削

減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
職
員
給
与
に
つ
い
て
（
２
件
）

○
平
成　

年
度
の
市
職
員
平
均
給

１６

与
月
額
（
所
定
内
給
与
）
が　

万
３７

１
千
円
（　

歳
）
で
あ
る
が
、
地

４２

域
特
性
を
考
慮
し
た
給
与
額
に
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
内
企
業
の

従
業
員
給
与
の
実
態
を
調
査
公
表

し
、
照
ら
し
合
わ
せ
て
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
公
務
員

の
場
合
に
は
、
特
別
昇
給
制
度
が

あ
る
が
、　

年
間
で
何
％
の
職
員

１０

が
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
か
回
答

願
い
た
い
。

○
住
宅
手
当
、
通
勤
手
当
、
特
殊

勤
務
手
当
に
つ
い
て
も
市
内
企
業

の
従
業
員
実
態
と
差
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
合
わ
せ
て
検
討
す

べ
き
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
時
間

外
手
当
て
は
全
て
上
司
の
決
裁
が

行
わ
れ
て
い
る
か
回
答
願
い
た
い
。

◇
市
の
考
え
◇

　

市
内
企
業
の
従
業
員
給
与
の
実

態
調
査
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
議

所
な
ど
が
中
心
と
な
り
毎
年
度

行
っ
て
い
ま
す
。

「
富
良
野
市
行
政
改
革
推
進
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手

続
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の
と
お
り
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
ご
意
見
に
対
す
る
結
果
（
意
見
の
概
要
と
市
の

考
え
方
）
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
な
お
、
意
見
募
集
案
件
以
外
の
ご
意
見
は
公
表
い

た
し
ま
せ
ん
）

今
後
は
、「
富
良
野
市
行
政
改
革
推
進
計
画
」
と
し
て
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
と
協
力
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
市
の
仕
事
の
推
進
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課�

３
９
‐
２
３
０
０

■
募
集
案
件

　

行
政
改
革
推
進
計
画
案

■
募
集
期
間

　

平
成　

年
２
月
４
日
〜　

日

１７

２３

■
担
当
課　

総
務
課

■
意
見
件
数

　

４
件
（
参
考
意
見
０
件
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
の
結
果
に
つ
い
て

行
政
改
革
推
進
計
画（
案
）

一人当り
予算に占
める割合

交付金額
（単位千円）

26,500円45％9,805平成１２年度

26,500円44％9,858　　１３年度

26,500円46％9,752　　１４年度

26,500円49％9,461　　１５年度

20,000円37％7,060　　１６年度

表１：市職員互助会に対する補助金
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市
内
に
本
社
（
店
）、
支
店
、
営

業
所
を
有
し
、
常
用
（
専
従
者
を

除
く
）
従
業
員
が
１
人
以
上
の
２

７
０
事
業
所
に
対
し
調
査
を
実
施

し
、　

事
業
所
（
法
人　

、
個
人

６１

４７

他　

）
か
ら
回
答
（
回
答
率　

％
）

１４

２３

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。　

従
業

員
数
規
模
別
の
回
答
で
は
、
１
人

〜
５
人
が　

％
、
６
人
〜　

人
が

６１

１０

　

％
、　

人
〜　

人
が　

％
、　

２３

１０

３０

１１

３１

人
以
上
が
５
％
な
ど
の
偏
り
が
あ

る
こ
と
や
一
部
デ
ー
タ
サ
ン
プ
ル

が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
十
分
な

内
容
と
な
っ
て
い
な
い
の
が
実
態

で
す
が
、
参
考
と
し
て
抜
粋
し
ま

す
と
、表
２
・
３
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
給
与
月
額
（
所
定
内
給

与
）に
は
給
料
の
ほ
か
に
手
当（
期

末
・
勤
勉
・
寒
冷
地
・
退
職
手
当

を
除
く
）
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
職
員
の
給
与
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
市
独
自
で
人
事
委

員
会
を
設
置
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
国
家
公
務
員
の
人
事
院
勧
告

を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
行
政
改

革
推
進
計
画
や
財
政
状
況
な
ど
を

考
慮
し
給
与
の
見
直
し
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
時
間
外
勤
務
に
つ
き
ま

し
て
は
、
事
前
に
所
属
長
と
協
議

し
、
決
裁
に
よ
り
時
間
外
勤
務
を

命
じ
て
い
ま
す
。

　

特
別
昇
給
に
つ
い
て
は
、
国
、

北
海
道
に
準
拠
し
て
平
成　

年
度

１１

よ
り
全
職
員
を
対
象
に
実
施
し
ま

し
た
が
、
ひ
っ
迫
し
た
財
政
状
況

に
よ
る
行
革
の
取
り
組
み
と
し
て

平
成　

年
度
に
お
い
て
全
職
員
の

１６

定
期
昇
給　

カ
月
延
伸
を
行
い
、

１２

特
別
昇
給
を
廃
止
し
ま
し
た
。

③
要
望
・
苦
情
の
処
理
に
つ
い
て

（
１
件
）

　

市
に
要
望
・
苦
情
な
ど
を
行
っ

た
場
合
に
、
本
人
が
結
果
報
告
を

望
む
場
合
は
、
本
人
へ
の
報
告
を

義
務
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な

お
、
不
履
行
職
員
に
つ
い
て
は
、

厳
正
な
勤
務
評
定
を
お
願
い
し
た

い
。

◇
市
の
考
え
◇

　

市
政
へ
の
質
問
な
ど
に
つ
き
ま

し
て
は
、
代
表
窓
口
と
し
て
市
企

画
振
興
課
で
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子

メ
ー
ル
な
ど
で
受
け
付
け
し
「
広

報
ふ
ら
の
」
で
お
答
え
し
て
い
ま

す
が
、
担
当
課
に
直
接
連
絡
さ
れ

た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
で

対
応
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
よ

り
親
切
な
対
応
と
す
る
た
め
に
、

対
応
方
法
の
統
一
化
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
参　

考
）

　

市
民
か
ら
の
要
望
・
苦
情
な
ど

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

議
会
特
別
委
員
会
で
審
議
中
の

「
情
報
共
有
と
市
民
参
加
の
ル
ー

ル
条
例
（
案
）」
に
お
い
て
、
市
の

仕
事
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て
は
、

市
民
手
続
き
と
同
様
に
扱
い
、
意

見
の
公
表
、
意
見
に
対
す
る
検
討

結
果
の
公
表
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

表２：市内企業従業員の職種別平均給与
（所定内給与）

男子（４１～４５歳）

労務系技術系事務系

235,238円313,588円284,500円

女子（４１～４５歳）

労務系技術系事務系

141,800円220,000円188,183円

表３：道内企業従業員の職種別平均給与
（所定内給与）

北海道労働局　Ｈ１５賃金構造基本統計調査

男　子

321,100円製造業（４３歳）　

315,000円卸、小売業（４３歳）　

311,800円建設業（４３歳）

374,400円サービス業（４３歳）

女　子

163,700円製造業（４２歳）

221,000円卸、小売業（４２歳）　

205,000円建設業（４４歳）

238,600円サービス業（４３歳）

パブリックコメント手続きの結果について

行政改革推進計画（案）

平成１６年６月現在
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川
や
水
、
緑
を

守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

　

富
良
野
市
は
ゴ
ミ
の
分
別
な
ど

全
国
に
誇
れ
る
取
り
組
み
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
ゴ
ミ
に
関
す
る

問
題
は
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

〇
問
題
点
と
原
因

�
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て

〇
罰
則
が
な
い
か
ら
ポ
イ
捨
て
が

多
い
→
罰
則
は
あ
っ
た
→
で
も
守

ら
れ
て
い
な
い
。

�
過
剰
包
装
や
買
い
物
袋
を
使
い

す
ぎ
て
い
る
。

〇
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
考
え
が

あ
ま
り
な
い
。

�
犬
な
ど
の
ふ
ん
が
多
い

〇
飼
い
主
が
持
ち
帰
ら
な
い
。

�
農
家
な
ど
が
ゴ
ミ
を
燃
や
す
と

き
の
煙
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
問
題

〇
燃
や
す
し
か
な
い
の
か
？

�
観
光
客
の
ポ
イ
捨
て
が
多
い

〇
街
の
ゴ
ミ
箱
に
も
外
国
語
表
示

を
す
る
（
英
語
や
韓
国
語
な
ど
）

�
食
べ
残
し
が
多
い

〇
食
品
を
多
く
買
い
す
ぎ
た
り
、

作
り
す
ぎ
た
り
す
る
。
食
べ
る
ほ

う
も
意
識
が
低
い
。

�
街
に
ゴ
ミ
箱
が
少
な
い

ゴ
ミ
問
題
の
解
決
に
向
け

出
来
る
こ
と

�
罰
則
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
市
民
に
も
っ
と
広
め
る
。
ゴ

ミ
拾
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
、
富
良
野
市
の
ポ
イ
捨

て
の
ゴ
ミ
の
現
状
を
自
ら
考

え
る
。

�
店
に
買
い
物
袋
の
持
参
を

呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
な
ど

を
貼
っ
て
市
民
に
考
え
て
も

ら
う
。

�
犬
の
ふ
ん
を
持
ち
帰
ら
な

い
と
い
け
な
い
よ
う
に
新
し

い
罰
則
を
作
る
。

�
な
る
べ
く
燃
や
さ
な
い
よ

う
に
し
て
も
ら
う
。

�
街
の
ゴ
ミ
箱
に
も
外
国
語

表
示
を
す
る
（
英
語
、
韓
国
語

な
ど
）

�
食
べ
物
の
大
切
さ
を
訴
え

る
よ
う
な
番
組
や
学
校
で
の

講
演
の
機
会
を
増
や
す
。

�
お
祭
り
で
設
置
さ
れ
て
い

る
ゴ
ミ
箱
を
、
ポ
イ
捨
て
の
ひ

ど
い
所
に
設
置
し
て
み
る
。

富良野高校では、地元の自然を守るため、総合理科の授業や科学部の活動
で富良野の自然や環境問題について調べました。その結果をもとに暮らし
をよりよくするための「富良野市の環境に関する提言」をまとめました。
私たちは、環境問題を未然に防ぐだけでなく、すでに引き起こされた問題
を明確にし、解決したいと思います。そしてこれを機に富良野だけでなく
全道にも呼びかけていきたいと思います。

　

川
の
調
査
を
し
て
わ
か
っ
た
こ

と
は
、
水
質
が
悪
化
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

思
っ
て
い
た
以
上
に
き
れ
い
で
し

た
が
、
そ
れ
で
も
清
流
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
継
続
的
に
水
質
調
査
を

行
っ
た
中
で
変
化
を
見
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
が
自
然
に
親
し
む
き
っ
か
け

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
思
い
ま
す
。

　

開
発
が
進
み
森
林
が
ど
ん
ど
ん

消
え
て
い
き
ま
す
。
住
み
や
す
い

ま
ち
に
す
る
た
め
に
開
発
は
避
け

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

緑
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
く
な
る

こ
と
は
、
自
然
の
大
切
さ
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
の

増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

�
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
環
境
保

全
の
意
識
を
盛
り
上
げ
る
。

�
生
活
排
水
の
川
に
対
す
る

負
荷
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、

油
や
有
害
物
質
を
流
さ
な
い

よ
う
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
呼
び

か
け
る
。

�
川
の
周
辺
に
は
ゴ
ミ
が
多

く
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ゴ

ミ
箱
の
設
置
や
ポ
イ
捨
て
防

止
の
看
板
を
設
置
す
る
。

�
釣
堀
を
作
り
、
よ
り
自
然
と

親
し
む
機
会
を
つ
く
る
。
経
営

や
土
地
条
件
な
ど
の
課
題
は

あ
る
と
思
う
が
、
軽
食
が
と
れ

る
施
設
を
設
置
す
る
な
ど
複

合
的
な
憩
い
の
場
を
つ
く
る
。

�
街
路
樹
や
公
園
に
木
を
植

え
る
た
め
に
、
小
学
校
・
中
学

校
・
高
校
で
協
力
し
森
林
募
金

を
募
る
。

�
駅
の
中
心
に
緑
の
多
い
公

園
を
つ
く
り
、
緑
を
考
え
る

き
っ
か
け
を
つ
く
る
。

〇
公
園
や
市
に
お
か
れ
て
い
る
ゴ

ミ
箱
の
数
は
わ
か
ら
な
い
。
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地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境
の
変

化
は
全
地
球
規
模
で
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
市
民
も
で
き

る
こ
と
が
な
い
か
考
え
て
み
ま
し

た
。

○
車
が
引
き
起
こ
す
温
暖
化
を
解

決
す
る
た
め
に

　

富
良
野
市
内
を
走
る
車
の
量
は

観
光
の
ピ
ー
ク
に
は
通
常
の
約
２

倍
に
な
り
（
１
時
間
あ
た
り
平
均

１
０
７
９
２
台
が
ピ
ー
ク
に
は
２

０
８
２
４
台
に
な
る
）
車
が
排
出

す
る
二
酸
化
炭
素
も
当
然
増
加
し

ま
す
。
市
民
が
だ
す
車
の
排
気
ガ

ス
を
減
ら
す
こ
と
も
必
要
で
す
。

○
電
気
を
使
用
す
る
こ
と
で
起
き

る
温
暖
化
を
解
決
す
る
た
め
に

　

現
在
、
市
内
で
は
１
日
あ
た
り

約　

万
４
０
７
３
ｋ
Ｗ
の
電
気
が

７５
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
電
気
は
化
石

燃
料
を
燃
や
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
電
気

の
使
用
量
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要

で
す
。

小
さ
な
こ
と
か
ら　
　
　
　

は
じ
め
る
こ
と
が
大
事
で
す

富良野市の環境に
関する提言

特集
第２弾

みつめなおそうふらのの自然
�
観
光
客
に
バ
ス
な
ど
の
公

共
の
移
動
方
法
で
き
て
も
ら

う
。

○
観
光
シ
ー
ズ
ン
に

・
バ
ス
の
料
金
を
下
げ
る
・
バ

ス
の
本
数
を
増
や
す
・
観
光
地

ま
で
駅
か
ら
ま
っ
す
ぐ
行
け

る
路
線
を
作
る
・
バ
ス
に
乗
っ

て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
る
。

○
観
光
地
へ
バ
ス
を
出
す

・
排
気
ガ
ス
量
の
減
少
、
渋
滞

の
緩
和
、
交
通
事
故
も
減
少
す

る
と
考
え
ま
す
。

�
市
民
が
だ
す
車
の
排
気
ガ

ス
を
減
ら
す
た
め
に

・
公
共
の
移
動
方
法
を
な
る
べ

く
使
う
よ
う
に
す
る
・
エ
ン
ジ

ン
は
こ
ま
め
に
切
る
よ
う
に

す
る
。

�
電
気
の
消
費
を
数
値
目
標

を
掲
げ
て
減
ら
す
よ
う
に
す

る
。

　

京
都
議
定
書
で
は
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
を
６
㌫
に
決

め
て
い
ま
す
。
富
良
野
市
全
体

の
使
用
量
の
目
安
と
し
て
、
１

日
あ
た
り　

万
ｋ
Ｗ
と
し
、
電

７０

気
店
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
た

り
、
回
覧
板
で
省
エ
ネ
や
節
電

を
呼
び
か
け
る
。

野
生
動
物
と
の

共
存
を
目
指
し
ま
す

　

富
良
野
は
野
生
動
物
も
多
く
住

ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
間
の

活
動
領
域
が
広
く
な
っ
て
き
て

様
々
な
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

移
入
種
の
問
題
や
絶
滅 
危  
惧 
種
の

き 

ぐ

問
題
も
あ
り
ま
す
。

○
ヒ
グ
マ
が
民
家
や
農
地
に
出
没

す
る
。
ま
た
、
熊
が
人
を
襲
う
。

　

人
里
に
食
べ
物
を
取
り
に
行
っ

て
も
人
間
が
何
も
し
な
い
と
学
習

し
て
い
る
。
農
地
に
よ
り
熊
の
生

息
地
が
分
断
さ
れ
食
べ
物
を
求
め

る
。
人
に
対
し
て
は
、
餌
と
も
敵

と
も
思
っ
て
い
な
い
様
子
。
複
数

の
要
因
が
重
な
り
人
を
襲
う
。

�
民
家
に
出
没
し
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
、
怖
い
思
い
を
さ

せ
て
追
い
払
う
（
ゴ
ム
弾
、
カ

ラ
シ
ス
プ
レ
ー
、
電
気
牧
柵
な

ど
）

�
熊
の
餌
に
な
る
ミ
ズ
ナ
ラ

の
木
を
切
ら
な
い
な
ど
、
森
の

生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

る
。

�
す
ぐ
に
射
殺
す
る
の
で
は

な
く
、
追
い
払
う
な
ど
で
熊
に

も
学
習
さ
せ
る
。

〇
そ
の
他
の
特
徴
的
な
提
言

�
シ
カ
が
道
路
に
飛
び
出
し
起
こ

る
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
注
意
の

看
板
の
設
置
や
防
鹿
フ
ェ
ン
ス
を

増
や
す
。

�
野
生
化
し
た
ア
ラ
イ
グ
マ
が
人

間
の
作
っ
た
作
物
を
食
べ
る
の
を

防
ぐ
た
め
に
、
苦
手
な
に
お
い
・

食
べ
物
な
ど
を
研
究
す
る
。

�
カ
ラ
ス
が
人
を
襲
う
原
因
と
し

て
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
状
態

や
公
園
の
ゴ
ミ
箱
の
状
態
の
悪
さ

が
あ
る
の
で
、
全
て
の
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
磁
石
を
つ
け
る
。

�
コ
ウ
モ
リ
や
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ

イ
な
ど
の
絶
滅
危
惧
種
は
、
工
事

や
河
川
改
修
な
ど
で
生
息
環
境
が

悪
化
し
て
い
る
の
が
原
因
と
考
え

ら
れ
る
。
生
物
の
多
様
性
を
保
ち

続
け
る
た
め
に
も
工
事
や
開
発
を

お
こ
な
う
際
に
は
、
し
っ
か
り
と

し
た
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
。

ま
た
、
現
在
わ
か
っ
て
い
る
絶
滅

危
惧
種
な
ど
、
貴
重
な
生
物
に
つ

い
て
は
緊
急
性
を
考
え
て
保
護
の

た
め
の
対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

富良野高校
環境フォーラムより
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①
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
改
築
整
備
の
規
模
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

〇
高
度
、
専
門
、
地
域
医
療
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
一
般
病

床
を
２
２
０
床
と
す
る
。

〇
高
齢
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
療
養
病
床
を　
４０

床
と
す
る
。

〇
感
染
病
床
を
4
床
と
す
る
。

②
診
療
科
目
等
の
整
備
、
充
実
に
つ
い
て

〇
循
環
器
科
、
泌
尿
器
科
、
整
形
外
科
の
高
度
医
療
機
器

の
導
入
、
充
実
を
図
る
。

〇
呼
吸
器
科
、
皮
膚
科
医
師
の
固
定
化
を
図
る
。

〇
人
工
透
析
の
施
設
整
備
、
充
実
を
図
る
。

〇
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
、
充
実
を
図
る
。

〇
脳
神
経
外
科
の
開
設
を
将
来
的
に
図
る
。

③
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
整
備
、
充
実
に
つ
い
て

〇
災
害
時
に
対
応
で
き
る
体
制
整
備
と
施
設
整
備
を
図
る

と
共
に
、
円
滑
な
救
急
医
療
に
取
り
組
む
た
め
に
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
設
置
を
図
る
。

④
救
急
医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

〇
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
、
協
力
強
化
を
図
る
。

〇
初
期
救
急
と
二
次
救
急
と
の
連
携
、
強
化
を
図
る
。

〇
三
次
救
急
医
療
機
関
と
の
連
携
、
強
化
を
図
る
。

〇
小
児
救
急
の
一
次
、
二
次
体
制
の
整
備
を
図
る
。

〇
救
急
搬
送
体
制
の
整
備
を
図
る
。

⑤
病
病
、
病
診
連
携
の
確
立
に
つ
い
て

〇
病
院
、
診
療
所
の
機
能
分
担
の
確
立
を
図
る
。

〇
高
度
医
療
機
器
の
共
同
利
用
の
推
進
を
図
る
。

〇
病
病
、
病
診
連
携
推
進
の
た
め
開
放
型
病
床
（　

床
）

20

の
確
保
を
図
る
。

⑥
沿
線
自
治
体
医
療
機
関
へ
の
地
域
医
療
支
援

の
推
進
に
つ
い
て

〇
医
師
不
在
時
の
代
替
医
師
派
遣
に
努
め
る
。

〇
専
門
診
療
科
に
対
し
て
の
医
師
派
遣
の
推
進
に
努
め
る
。

〇
医
師
及
び
医
療
従
事
者
の
研
修
を
実
施
す
る
。

⑦
医
療
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
病
院
運
営
の
改
革
、
推

進
に
つ
い
て

〇
医
療
、
看
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

〇
病
院
運
営
の
改
善
を
図
り
、
健
全
経
営
に
努
め
る
。

⑧
巡
回
診
療
及
び
訪
問
診
療
等
の
効
率
的
な
促

進
に
つ
い
て

〇
無
医
地
区
で
の
巡
回
診
療
及
び
訪
問
診
療
等
を
行
う
な

ど
、
診
療
計
画
を
立
て
推
進
す
る
。

⑨
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
運
営
委
員
会
の
設
置
に

つ
い
て

〇
地
域
医
療
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
医
療
の
円
滑
な
運
営

を
図
る
た
め
、
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
運
営
委
員
会
を
設
け
、

協
議
、
検
討
す
る
。

⑩
共
同
利
用
施
設
運
営
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

〇
病
病
、
病
診
連
携
に
よ
る
高
度
医
療
機
器
及
び
開
放
型

病
床
の
共
同
利
用
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
共
同
利
用
施
設

運
営
委
員
会
を
設
け
、
協
議
、
検
討
す
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

問
い
合
わ
せ

保
健
課

�
３
９
‐
２
２
０
０

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
改
築
に
伴

う
基
本
構
想
に
つ
い
て
の
確
認

書
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
の
改
築
に
伴
い
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
が
二
次
医
療
の

中
核
医
療
機
関
と
し
て
、圏
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
医
療
体
制
の
確
保
、

施
設
の
充
実
を
図
り
、
地
域
医
療
の
総
合
的
な
確
立
を
目
指
す　

項
目
の
内

１０

容
で
、
２
月　

日
、
富
良
野
地
区
広
域
市
町
村
圏
振
興
協
議
会
長
・
富
良
野

１７

市
長
・
富
良
野
医
師
会
長
・
社
会
福
祉
法
人
北
海
道
社
会
事
業
協
会
理
事
長

の
４
者
で
「
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
改
築
に
伴
う
基
本
構
想
に
つ
い
て
の
確
認

書
」
に
調
印
し
ま
し
た
。
確
認
書
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

以
上
の　

項
目
に
つ
い
て
、
着
実
に
実
施
し
、
地
域
医
療
の
確
立
に
向
け
努
力
し
ま
す

１０
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ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で

の
回
答
に
つ
い
て

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
結
果
に

つ
い
て
広
報　

月
号
に
載
っ
て
い

１２

ま
し
た
が
、
納
得
で
き
な
い
点
が

２
〜
３
あ
る
の
で
再
度
回
答
願
い

ま
す
。

①
前
年
と
違
い
、
２
０
０
４
年
環

境
展
の
ポ
ス
タ
ー
が
図
書
館
、
温

泉
な
ど
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所

に
な
ぜ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
こ
の
点
に
つ
い
て
は
懇
談
会

場
で
は
き
ち
っ
と
し
た
回
答
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
の
場
合
、
調
査
の
上
広
報

紙
で
は
き
ち
っ
と
答
え
て
ほ
し

か
っ
た
で
す
。
質
問
者
が
聞
き
た

か
っ
た
の
は
市
の
担
当
管
理
職
が

代
わ
る
と
対
応
が
変
わ
る
場
合
が

あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

②
除
雪
と
駐
車
の
問
題
で
す
が
、

長
期
間
路
上
に
駐
車
し
て
い
る
車

に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
周
知
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
長
年

３
６
５
日
の
内
３
３
０
日
以
上
路

上
駐
車
し
て
い
る
車
は
よ
く
目
に

し
ま
す
が
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て

あ
る
の
は
一
度
も
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
実
在
す
る
の
で
す

か
？
そ
れ
か
ら
路
上
駐
車
に
つ
い

て
、
簡
単
に
は
レ
ッ
カ
ー
移
動
で

き
な
い
事
情
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
事
情
が
考
え
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
？
救
急
車
な
ど
の

緊
急
車
両
が
通
れ
な
い
場
合
な
ど

の
責
任
問
題
と
も
関
連
す
る
と
思

わ
れ
る
の
で
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
対
応
職
員
の
マ
ナ
ー

に
つ
い
て
、
今
後
指
導
に
努
め
る

と
の
回
答
で
し
た
が
、
問
題
は
そ

の
場
で
注
意
し
な
い
で
電
話
に
出

る
上
司
の
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

③
除
雪
に
関
し
て
で
す
が
、
前
々

回
の
懇
談
会
で
、
除
雪
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
に
つ

い
て
、
前
向
き
な
回
答
を
し
て
く

れ
た
と
理
解
し
て
い
た
の
で
す
が

実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
の
回
答
も
理
解
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。　
　
　
　
　
　
（
緑
町 
男
性
）

お
答
え
し
ま
す

①
環
境
展
は
、
ふ
ら
の
市
民
環
境

会
議
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
な
ど
に
掲
示
を
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
の
市
民
周
知
に
つ
い
て

ポ
ス
タ
ー
掲
示
を
含
め
、
市
の
広

報
・
新
聞
な
ど
の
報
道
機
関
、
ラ

市
へ
の
質
問
・
意
見
や
、
広
く
市
民

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
掲

載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
便
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど

必
ず
書
面
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
広

報
へ
は
掲
載
し
ま
せ
ん
が
、
内
容
確

認
な
ど
の
た
め
こ
ち
ら
か
ら
連
絡

す
る
場
合
が
あ
る
の
で
必
ず
氏
名
・

連
絡
先
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る

こ
と
や
誹
謗
・
中
傷
な
ど
、
内
容
に

よ
り
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

����

ジ
オ
ふ
ら
の
な
ど
の
協
力
を
得
て

広
く
周
知
で
き
る
よ
う
努
め
ま

す
。     
（
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
）

②
ス
テ
ッ
カ
ー
の
利
用
は
市
で
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
懇
談
会
で
は

「
そ
の
よ
う
な
方
法
も
あ
り
ま
す
」

と
い
う
事
例
と
し
て
あ
げ
た
も
の

で
あ
り
、
誤
解
を
招
く
説
明
だ
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。
広
報

の
掲
載
内
容
に
つ
い
て
も
誤
り
で

し
た
の
で
合
わ
せ
て
お
詫
び
し
ま

す
。

　

長
期
間
の
路
上
駐
車
は
違
法
で

あ
り
、
周
辺
に
と
っ
て
も
迷
惑
な

こ
と
で
す
が
、
市
が
個
人
の
車
を

無
断
で
移
動
を
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
個
々
に
移
動
す
る
よ

う
に
注
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
ご
ろ
か
ら
の
地
域
で
の
呼
び
か

け
な
ど
も
お
願
い
し
ま
す
。
違
法

駐
車
に
つ
い
て
は
警
察
に
通
報
す

る
な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

対
応
職
員
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

は
、
十
分
に
注
意
す
る
よ
う
指
示

し
て
い
ま
す
。

③
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
は
、

内
容
な
ど
に
つ
い
て
整
理
し
、
実

施
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

（
都
市
施
設
課
）

空
き
家
の
職
員
住
宅

　

市
が
所
有
し
て
い
る
住
宅
（
職

員
住
宅
・
教
員
住
宅
・
山
部
厚
生

医
院
歯
科
の
先
生
が
住
ん
で
い
た

住
宅
）
が
空
き
家
の
ま
ま
数
年
が

た
っ
て
い
ま
す
が
、
一
般
住
民
に

貸
す
な
ど
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
し
ょ
う
か
？
他
の
活
用
方
法

な
ど
何
か
考
え
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。　
　
　
　
 
（
山
部　

女
性
）

お
答
え
し
ま
す

　

職
員
住
宅
の
一
般
貸
し
付
け
に

つ
い
て
は
、
次
の
２
つ
の
理
由
か

ら
現
段
階
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
一
般
市
民
へ
の
住
宅
貸
し
付
け

に
つ
い
て
は
、
現
在
公
営
住
宅
制

度
に
よ
る
貸
し
付
け
を
行
っ
て
お

り
、
公
営
住
宅
と
し
て
の
管
理
計

画
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
職

員
住
宅
を
速
や
か
に
公
営
住
宅
に

変
更
す
る
こ
と
は
、
全
体
の
管
理

計
画
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

単
純
に
公
営
住
宅
へ
変
更
し
戸
数

を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

ら
で
す
。

②
現
状
利
用
し
て
い
な
い
市
の
財

産
で
も
、
特
定
の
個
人
や
団
体
な

ど
に
任
意
で
貸
し
付
け
す
る
こ
と

は
公
平
性
の
観
点
か
ら
困
難
で
す
。

地
域
振
興
な
ど
公
共
的
な
目
的
が

あ
る
の
で
あ
れ
ば
可
能
と
も
い
え

ま
す
が
、
一
般
的
に
は
貸
し
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

　

貴
重
な
市
の
財
産
を
使
わ
ず
に

放
置
し
て
い
る
こ
と
は
、
も
っ
た

い
な
い
こ
と
で
財
産
管
理
上
問
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
そ
の
有
効
活
用
の
方
法
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
財
政
課
）

問合せ・送付先
　〒０７６‐８５５５　富良野市弥生町１番１号
　富良野市役所 企画振興課 「市民の声」担当
電話　３９‐２３０４　FAX　２３‐２１２１
電子メール
　富良野市ホームページのメールフォームを
ご利用ください。
　http://www.city.furano.hokkaido.jp/
　（「市民のみなさんへ」�「市民の声」を選択）

��
��し

み
ん
の
こ
え
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まちのできごと

ズズーームムアアッッププふふららのの

　

雪
を
知
ら
な
い
沖
縄
の
子
ど
も
た
ち
に
、
雪

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
扇
山
小
学
校
の
１

年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
が
、
沖
縄
県
宜

野
座
村
の
子
ど
も
た
ち
に
約
１
ト
ン
の
雪
を
送

り
ま
し
た
。

　

富
良
野
市
と
宜
野
座
村
は
そ
れ
ぞ
れ
北
海

道
・
沖
縄
の
「
へ
そ
の
ま
ち
」
と
し
て
交
流
が

あ
り
、
今
回
、
宜
野
座
村
か
ら
協
力
の
依
頼
が

あ
り
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

雪
は　

キ
ロ
入
り
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
に

１０

１
０
０
箱
、
雪
つ
め
の
作
業
は
２
月　

日�
か

１４

ら
行
わ
れ
、　

日�
に
児
童
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

２２

一
緒
に
沖
縄
県
へ
発
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

宜
野
座
村
で
は　

日�
の
朝
に
雪
が
届
き
、

２４

幼
稚
園
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
１
９

８
名
が
「
雪
ぞ
り
」「
的
あ
て
」
な
ど
、
雪
に

触
っ
た
り
、
投
げ
た
り
、
滑
っ
た
り
と
、
普
段

体
験
で
き
な
い
雪
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宜
野
座
小
学
校
か
ら
扇
山
小
学
校
へ

は
雪
の
お
礼
と
し
て
、
手
紙
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
、

黒
砂
糖
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

北の「へそ」から南の「へそ」へ

沖縄の子どもたちに雪を！

▲雪遊びを楽しむ宜野座の子どもたち ▲雪を詰める扇山小学校の子どもたち

▲沖縄に着くまで雪が解けないよう、
しっかり詰め込みました
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３
月　

日�
か
ら　

日�
の
５
日
間
、

１０

１４

ふ
ら
の
ス
テ
ー
ジ
で
富
良
野
高
校
の
書
道

部
・
写
真
部
・
美
術
部
に
よ
る
合
同
展
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
ら
の
ス
テ
ー
ジ
内
に
あ
る
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
用
し
て

作
っ
た
和
紙
に
書
か
れ
た
書
や
、
い
ろ
い

ろ
な
視
点
か
ら
被
写
体
を
と
ら
え
た
写
真

な
ど
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品　

点
が
並
び
、

４３

訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
か
ら
は
、
細
か
い
作

業
や
時
間
を
か
け
て
作
り
上
げ
た
作
者
の

思
い
や
若
く
熱
い
感
性
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

丸
太
小
屋
か
ら
樹
海
を
歩
く
集
い

　

３
月　

日�
、
麓
郷
の
森
で
第　

回
麓

１３

２２

郷
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生

か
ら　

代
の
お
年
寄
り
ま
で
、
ま
た
地
元

８０

の
中
学
生
が
ガ
イ
ド
と
し
て
付
き
添
い
参

加
し
た
障
が
い
者
の
方
な
ど
約
６
０
０
人

が
参
加
し
て
、
丸
太
小
屋
か
ら
樹
海
の

コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
５
・　

・　

㎞
の
３
つ
。
参

１０

１５

加
者
の
中
に
は
景
色
を
楽
し
ん
だ
り
、
と

き
お
り
聞
こ
え
て
く
る
動
物
の
鳴
き
声
や

ク
マ
ゲ
ラ
な
ど
が
木
を
突
く
音
な
ど
に
耳

を
傾
け
た
り
と
、
の
ん
び
り
歩
く
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
に
は
倉
本
聰
さ
ん
が
書

い
た
「
完
走
記
念
証
」
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

麓
郷
ラ
ン
グ
ラ
ウ
フ

富
良
野
高
校
書
道
部
・
写
真
部
・
美
術
部

第　

回
合
同
展

３２
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富良野緑峰高等学校
園芸科学科家庭科班

　

新
年
度
を
迎
え
て
、
富
良
野
の
み

な
さ
ん
も
気
持
ち
を
新
た
に
毎
日
を

お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
娘
も
、
４

月
か
ら
は
園
芸
科
学
科
の
３
年
生
。

高
校
３
年
生
と
い
え
ば
、
進
路
選
択

を
中
心
に
い
よ
い
よ
本
格
的
に
将
来

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
は
っ
き

り
と
目
ざ
す
道
が
決
ま
っ
て
い
る
人

も
い
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
迷
っ
て
い
る

人
も
い
ま
す
。
こ
こ
で
将
来
が
決

ま
っ
て
し
ま
う
の
か
と
思
う
と
、
不

安
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
悔
い

の
な
い
高
校
生
活
に
な
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
カ

レ
ー
の
取
り
組
み
も
全
力
で
や
り
ま

す
！
今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
を
み
つ
め
、
今
ま
で
に
や
っ
た
こ

と
の
な
い
こ
と
、
も
し
実
現
で
き
た

ら
ス
ゴ
イ
と
思
う
こ
と
が
で
き
る
活

動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

現
在
決
定
し
て
い
る
活
動
内
容
は
、

昨
年
度
か
ら
は
じ
め
た
「
ふ
ら
の
へ

そ
カ
レ
ー
」
開
発
を
完
成
さ
せ
る
こ

と
。
も
う
す
で
に
６
月
・
９
月
・　
１１

月
は
、
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
へ
そ
カ

レ
ー
を
開
発
済
み
な
の
で
、
今
年
度

は
残
り
の
４
ヶ
月
分
を
考
案
す
る
予

定
で
す
。
そ
の
へ
そ
カ
レ
ー
の
テ
ー

マ
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

開
発
す
る
月
・
テ
ー
マ
食
材

５
月
〜
米
、
ア
ス
パ
ラ
、（
牛
乳
・
乳

　
　
　

製
品
）

７
月
〜
米
、ト
マ
ト
、（
ふ
ら
の
和
牛
）

８
月
〜
米
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
玉

　
　
　

ね
ぎ
、
人
参
、（
馬
鈴
薯
、
ブ

　
　
　

ロ
ッ
コ
リ
ー
）

　

月
〜
米
、
ワ
イ
ン
、
玉
ね
ぎ 

10
　

さ
て
、
ど
ん
な
カ
レ
ー
を
開
発
で

き
る
の
か
、
私
た
ち
自
身
も
ワ
ク
ワ

ク
し
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
み
な
さ
ん
が
「
お
い
し
い
！
」

と
感
じ
て
く
だ
さ
る
よ
う
な
、
味
に

こ
だ
わ
っ
た
カ
レ
ー
を
作
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

　

こ
こ
で
、
近
況
報
告
で
す
。
み
な

さ
ん
「
ホ
ク
レ
ン
夢
大
賞
」
を
ご
存

じ
で
す
か
？
こ
れ
は
、
地
域
の
農
業

に�
夢
と
希
望�
を
与
え
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
に
送
ら
れ
る
も
の

で
、
私
た
ち
富
良
野
緑
峰
高
等
学
校

園
芸
科
学
科
が
、
農
業
応
援
部
門
に

お
い
て
優
秀
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
カ
レ
ー
に
よ
る
ま
ち

���
��������

���
��������

��
  
ホ
ク
レ
ン
夢
大
賞
で
優
秀
賞
！

毎月２２日は
カレーの日

お
こ
し
の
取
り
組

み
を
含
む
園
芸
科

学
科
全
体
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
対

し
賞
が
贈
ら
れ
た

よ
う
で
す
。こ
の
１

年
間
を
振
り
返
る

と
、ひ
ま
わ
り
幼
稚

園
の
園
児
た
ち
と

じ
ゃ
が
い
も
を
栽

培
し
た
り
、一
緒
に

収
穫
し
た
じ
ゃ
が

い
も
で
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
を
つ
く
っ
た

り
と
、楽
し
い
行
事

が
盛
り
だ
く
さ
ん

だ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
行
事
は

た
だ
楽
し
い
だ
け

で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
関

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
こ
と

を
学
ぶ
機
会
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
学
習
活
動
の
す
べ
て
が
、

こ
の
よ
う
な
受
賞
に
つ
な
が
っ
て
い

る
の
か
な
あ
と
少
し
ず
つ
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
新
年
度
。
こ
の
１
年
は
、

今
ま
で
以
上
に
富
良
野
の
魅
力
を
探

り
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
楽

し
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
娘
と
し
て
の
使
命
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
！

▲

ホ
ク
レ
ン
夢
大
賞
受
賞
の
様
子
（
札
幌

に
て
）

��
���
��������

���
��������
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アンパンマンが大好きな葉月（はるな）です

　　　 山本  葉 月   さん 　５ヵ月　緑町
は るな

お子さんの
写真を募集
しています！

����������������������
�����

 
表
彰  
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

紺

綬

褒

章 

富
良
野
市
貢
献
賞

故
・
斎
藤　

壽
一
（
日
の
出
町
）

草
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞

及
川　

栄
樹
（
南
大
沼
）

※
紙
面
の
都
合
上
、
表
彰
に
つ
い
て
は
す
べ
て

を
紹
介
で
き
な
い
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 
寄
付  
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寿
光
園
へ

入
交　

時
男
（
山
部
）

ジ
ャ
ガ
イ
モ　
　

㎏
３０

曹
光
寺

住
職　

安
達　

智
勝
（
山
部
）

み
か
ん　

３
箱

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

桑
原　

康
彰
（
帯
広
市
）

書
籍
「
日
高
の
動
物
記
」　

１
冊

　
　
　
「
阿
寒
の
動
物
記
」　

１
冊

「
知
床
の
動
物
記
」　

１
冊

「
大
雪
山
の
動
物
記
」　

１
冊

久
保　

健
一
（
東
町
）

書
籍
「
G
R
A
P
H
I
C 
S
C

　
　
　

I
E
N
C
E 
M
A
G
A

Z
I
N
E
」　

２
２
９
冊

　
　
　
　
　
　

順
不
同
・
敬
称
略

チョンマゲして
みました。女の子
らしくなったか
しら？

鎌田 鈴   音   さん
りん ね

(１歳４ヵ月）

若葉町

癒
え
し
足
大
地
に
し
か
と
復
活
祭

大
野
比
呂
子

大
海
の
色
を
塗
り
か
へ
鰊
群
来

木
戸　

美
星

亡
き
父
の
句
集
を
ひ
ろ
ぐ
春
の
宵

中
島
美
恵
子

墓
石
の
目
立
ち
て
見
へ
し
春
一
番

相
良　

紀
子

春
の
雪
心
の
ひ
だ
を
う
づ
め
け
り

武
部　

洋
子

木
の
根
あ
く
ひ
か
り
流
る
る
渓
の
川

岩
田　

美
雪

託
し
た
る
白
百
合
撫
子
届
き
し
か

真
昼
う
た
た
寝
の
夢
の
恋
人　
　
　
　

大
西　

コ
ト

学
童
三
人
ア
パ
ー
ト
棟
を
出
て
ゆ
け
ば

遠
き
日
想
ひ
こ
こ
ろ
は
和
む　
　
　

佐
々
木
忠
兵
衛

冬
の
間
を
癒
や
さ
れ
て
来
し
ポ
ト
ス
な
り

整
枝
を
終
え
て
窓
辺
に
置
き
ぬ　
　
   
寺
島　

君
子

か
ぎ
ろ
ひ
の
春
日
の
窓
辺
に
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン

お
茶
飲
み
交
し
優
雅
な
ひ
と
と
き　
　

岡
野　

愛
子

雛
の
紅
褪
す
る
る
な
か
れ
ひ
と
年
の

名
残
り
の
香
の
一
つ
を
添
ゆ
る　
　
　

森
高　

緑
子
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今
月
の
手
続
き       �
�
４月

April

国
民
年
金

老
齢
基
礎
年
金

裁
定
請
求

昭
和　

年
４
月
生
ま
れ
（
満　

歳
）
の
方

15

６５

誕
生
日
の
前
日
以
降
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

�
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
預
金
通
帳
・
戸
籍
謄
本
・
住
民

票
謄
本
な
ど

�
市
役
所
③
番
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
第
３
回
募
集

９
月　

日
〜　

日

１２

２２

〇
第
４
回
募
集　

月
７
日
〜　

日

１１

１８

〇
第
５
回
募
集

平
成　

年
２
月
６
日
〜　

日

１８

１７

�問
 

都
市
建
築
課
建
築
住
宅
係

�
３
９
‐
２
３
１
６

山
部
・
東
山
地
区
の 

　
　
　
　
　

在
宅
当
番
医

　

４
月
１
日
よ
り
、
山
部
・
東
山

地
区
の
在
宅
当
番
医
と
し
て
大
坪

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
平
日
夜
間
の
実
施

と
な
っ
て
い
ま
す
。

�問
 

大
坪
ク
リ
ニ
ッ
ク

�
４
２
‐
２
０
０
９

春
の
火
災
予
防
運
動

　

火
は
消
し
た
？

　
　

い
つ
も
心
に
き
い
て
み
て

　

４
月　

日
か
ら
４
月　

日
ま
で

２０

３０

の
間
、
全
道
一
斉
に
春
の
火
災
予

防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
雪
解

け
の
季
節
に
な
り
、
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
人
ひ
と

り
が
火
の
元
に
注
意
を
払
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら

家
族
や
地
域
で
火
の
取
り
扱
い
や

避
難
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
火
の
輪
を

く
ら
し 

平
成　

年
度
市
・
道
営
住

１７

宅
入
居
者
募
集
計
画

　

今
年
度
の
市
・
道
営
住
宅
の
募

集
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

入
居
希
望
者
が
公
募
戸
数
を
上

回
る
場
合
は
抽
選
（
公
開
抽
選
）

に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

〇
第
１
回
募
集

５
月
９
日
〜　

日
２０

〇
第
２
回
募
集

７
月　

日
〜　

日

１１

２２

広
げ
、
悲
惨
な
焼
死
や
重
要
な
財

産
の
損
失
を
も
た
ら
す
火
災
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
対

す
る
危
機
管
理
意
識
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

◆
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

◇
３
つ
の
習
慣

〇
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る
。

〇
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

〇
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◇
４
つ
の
対
策

〇
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

〇
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す

る
。

〇
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
。

〇
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

�問
 

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

�
２
３
‐
５
１
１
９

防
火
対
象
物
定
期
点
検 

　
　
　
　
　
　

報
告
制
度

　

一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
防
火

対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を

生ゴミ堆肥市民還元
配　布　量　１世帯１袋(約７㎏）
配布方法　下記の日程で町内会に配布します。
　　　　　希望する方は、各町内会長に申し込んでください（町
　　　　　内会ごとに申込用紙を回覧します）
申込期限　４月２８日�木 

�問 環境リサイクル課　�３９－２３０８

町 内 会
配 布 日

午 後午 前
山部市街（９・１３町内以外）
�山部北星�緑町�南町�
扇町

東山市街�樹海中教員住宅
�西達布市街�老節布市街
�麓郷市街�布礼別市街�
布部市街�上五区教員住宅
�山部９・１３町内

５月

１７日�火 

桂木町�西町�新富町�弥
生町�西・東学田二区�北斗
町

若葉町�栄町�北の峰町�
島の下市街�学田三区�中
御料親睦会�下御料

１８日�水 

幸町�末広町�若松町�日
の出町

本町�朝日町�春日町�東
町１９日�木 

麻町全域�西扇山の２（非農
家）�東鳥沼の１（非農家）
�南大沼団地

花園町�錦町�新光町�住
吉町�瑞穂町２０日�金 
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有
す
る
も
の
は
、
防
火
対
象
物
点

検
資
格
者
に
防
火
管
理
上
必
要
な

業
務
な
ど
に
つ
い
て
点
検
さ
せ
、

そ
の
結
果
を
消
防
長
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〇
点
検
に
よ
っ
て
基
準
が
充
た
さ

れ
て
い
る
と
点
検
済
の
表
示
を
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
こ
の
制
度
と
消
防
用
設
備
等
点

検
報
告
制
度
は
異
な
る
制
度
で
あ

り
、
こ
の
制
度
の
対
象
と
な
る
防

火
対
象
物
で
は
両
方
の
点
検
及
び

報
告
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◆
点
検
報
告
義
務
が
あ
る
防
火
対

象
物

◇
主
と
し
て
不
特
定
多
数
の
人
が

出
入
り
す
る
用
途
に
使
わ
れ
る
建

物
（
劇
場
・
遊
技
場
・
飲
食
店
・

物
品
販
売
店
舗
・
ホ
テ
ル
･
病
院

な
ど
）
で
、
３
０
０
人
以
上
収
容

で
き
る
も
の
、
ま
た
は
、
階
段
が

1
つ
の
も
の
及
び
3
階
以
上
の
階

ま
た
は
地
下
に
そ
の
用
途
が
存
在

す
る
も
の
で
す
。

�問
 

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

�
２
３
‐
５
１
１
９

林
野
火
災
防
止
対
策

　

林
野
火
災
は
、
た
き
火
、
た
ば

こ
、
火
入
れ
の
不
始
末
に
よ
る
も

の
が
多
く
、
週
末
や
休
日
に
お
け

る
出
火
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
近
年
は
、
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場
と
し
て
、
森
林
が
多
く

の
人
々
に
利
用
さ
れ
る
機
会
が
増

大
し
、
火
災
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
度
合
い
が
大
き
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

林
野
火
災
は
、
そ
の
多
く
が
消

火
用
水
の
確
保
や
機
械
の
搬
入
が

難
し
い
山
間
部
で
発
生
す
る
た
め
、

消
火
作
業
に
多
く
の
労
力
を
要
す

る
ほ
か
、
復
旧
に
も
多
く
の
時
間

や
経
費
を
費
や
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

春
は
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
ま
た
、

雪
が
溶
け
て
山
菜
な
ど
が
豊
富
に

採
れ
る
時
期
で
た
く
さ
ん
の
入
山

者
が
出
て
き
ま
す
。

〇
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期

（
4
月
1
日
か
ら
6
月　

日
ま
で
）

30

を
「
危
険
期
間
」
と
位
置
づ
け
て

い
ま
す
。

〇
異
常
乾
燥
が
続
き
林
野
火
災
発

生
の
危
険
が
あ
る
時
は
、
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
、
注
意
を
呼
び
か
け

ま
す
。

〇
危
険
期
間
中
の
火
入
れ
は
極
力

避
け
、
で
き
る
限
り
他
の
時
期
に

行
い
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
許
可
を

得
て
や
む
を
得
ず
火
入
れ
を
す
る

場
合
は
、
火
入
れ
方
法
、
許
可
付

帯
条
件
を
守
り
、
火
入
れ
後
は
完

全
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

〇
ご
み
焼
き
に
つ
い
て
は
、
林
野

内
外
を
問
わ
ず
法
律
に
よ
り
禁
止

さ
れ
て
い
る
の
で
絶
対
に
行
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

〇
山
菜
採
り
な
ど
で
入
林
し
た
い

場
合
は
許
可
が
必
要
で
す
。
森
林

所
有
者
に
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

�問
 

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

�
２
３
‐
５
１
１
９

浄
化
槽
設
置
補
助
金

　

浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
に
対
し
、

補
助
希
望
申
し
込
み
の
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
ご
本

人
又
は
同
居
の
家
族
に
限
り
ま
す
。

◆
対　

象

　

下
水
道
区
域
外
で
、
居
住
用
の

住
宅
に
設
置
す
る
方
。

◆
申
込
期
限　

４
月　

日�
ま
で

２８

�問
 

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課

�
３
９
‐
２
３
０
８

ふ
ら
の

ふ
ら
の
ワ
イ
ン

ワ
イ
ン

市
民
市
民
還
元
還
元

引替え引替え　４４月月２７２７日日��までまで
価 格価　格　 900円900円（税込）（税込）

「引替パス」をお店で提「引替パス」をお店で提
示してご利用ください。示してご利用ください。
新たに市民になられた新たに市民になられた
方もぜひご利用くださ方もぜひご利用くださ
い。パスは市役所市民い。パスは市役所市民
課・山部支所・東山支所・課・山部支所・東山支所・
ワイン工場で配布してワイン工場で配布して
います。います。

�問
 

ワ
イ
ン
工
場  �
２
２
‐
３
２
４
２

心身障がい者の巡回相談を
開催します

平成１７年度の道立心身障害者総合相談所による
巡回相談が次のとおり開催されます。

と　き　５月９日�月 午後１時～１２日�木 正午
ところ　旭川市宮前通東４１５５番地３０
旭川市障害者福祉センター「おぴった」

�０１６６‐４５‐０７５０
相談内容
①身体障がい及び知的障がいの方の医学的、心理
学的及び職能的判定など
②補装具の処方及び適合判定など
③その他、身体障がい及び知的障がいの方の専門
的相談など

※相談は予約制です。希望される方は４月１８日�
までに福祉課福祉総務係へ連絡してください。

問合せ・申込み
 福祉課福祉総務係　�３９‐２２１１

有料公園施設パークゴルフ場の指定
管理者が決まりました
金満緑地公園（空知川）パークゴルフ場
　オープン予定　５月１日�　休園日�
　当面の問合せ先
　　大北土建工業㈱緑化造園課　�４４－２３９０
山部自然公園太陽の里パークゴルフ場
　オープン予定　５月１日�　休園日�
　当面の問い合わせ先
　　山部商業協同組合　�４２－２７１８
東山公園パークゴルフ場
　オープン予定　４月２９日�　休園日�
　当面の問い合わせ先　
　　�シルバー人材センター　�２２－５０１０
料金（市民）　　　　当日券（中学生以下）１００円
　　　　　　　　　　　（高校生・一般）３００円
 回数券(１２枚・３施設共通）（中学生以下）１,０００円
　　　　　　　　　　 （高校生・一般）３,０００円
 シーズン券（３施設共通）

（高校生・一般）１５.０００円
１施設のみのシーズン券、割り引きなどがありま
す。利用時間・購入方法などは各指定管理者に問
い合わせてください.。
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高
速
道
路
で
の
自
動
二
輪

車
の
２
人
乗
り
解
禁

　

こ
れ
ま
で
禁
止
さ
れ
て
い
た
高

速
道
路
（
高
速
自
動
車
道
・
自
動

車
専
用
道
路
）
で
の
自
動
二
輪
車

の
２
人
乗
り
が
「　

歳
以
上
で
経

２０

験
３
年
以
上
」

の
ラ
イ
ダ
ー
に

つ
い
て
は
で
き

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ

し
、
こ
の
条
件

に
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
は
従
来

の
「
５
万
円
以
下
の
罰
金
」
か
ら

「　

万
円
以
下
の
罰
金
」に
引
き
上

１０げ
ら
れ
ま
し
た
。

�問
 

富
良
野
警
察
署

�
２
２
‐
０
１
１
０

募
集

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

月
・
火
・
水
・
金
の
午
前　

時
か

１０

ら　

時　

分
の
間
「
ふ
れ
あ
い
広

１１

３０

場
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
親
子

で
遊
び
を
通
し
て
ふ
れ
あ
う
場
で

す
が
、
乳
児
同
伴
の
参
加
者
も
多

く
い
ま
す
。
そ
の
乳
児
の
面
倒
を

少
し
の
間
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

上
の
子
と
母
親
が
一
緒
に
遊
び
、

上
の
子
に
と
っ
て
も
母
親
に
と
っ

て
も
精
神
的
に
心
が
満
た
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

都
合
の
つ
く
曜
日
や
時
間
で
構

い
ま
せ
ん
の
で
、
乳
児
の
面
倒
を

見
て
く
だ
さ
る
無
償
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

◆
資　

格　

子
ど
も
が
好
き
な
方

で
自
分
の
子
育
て
感
を
押
し
付
け

な
い
方
で
あ
れ
ば
資
格
は
問
い
ま

せ
ん
。

◆
申　

込　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
自
分
の
子
を
同
伴
し
て
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

�問
 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
児
童

家
庭
課
）

�
３
９
‐
２
２
２
３

チ
ー
ズ
工
房
臨
時
職
員

◆
業　

務　

売
店
及
び
製
造
業
務

◆
募
集
人
員　

若
干
名

◆
資　

格　

通
勤
可
能
な
方

◆
採
用
期
間　

４
月　

日
〜　

月

２５

１０

◆
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
４５

　
　
　
　
　
　

〜
午
後
５
時　

分
１０

◆
申　

込　

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

※
履
歴
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
選　

考　

面
接
を
行
い
ま
す
。

�問
 

チ
ー
ズ
工
房

�
２
３
‐
１
１
５
６

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト 

　
　
　
　

富
良
野
第
１
団

　

平
成　

年
度
新
規
ス
カ
ウ
ト
を

１７

募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
対　

象　

満
５
歳
〜　

歳
１１

◆
募
集
人
員　
　

名
２０

◆
申　

込　

事
務
局
近
内
さ
ん
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　

５
月　

日�
３１

�問
 

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
富
良
野

第
１
団
事
務
局　

近
内
さ
ん

�
２
２
‐
５
０
３
５

健
康
体
操
サ
ー
ク
ル
や
よ
い

◆
活
動
内
容

〇
健
康
体
操
（
ソ
フ
ト
な
エ
ア
ロ

ビ
な
ど
）

〇
シ
ン
プ
ル
・
ヨ
ー
ガ

〇
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

◆
活
動
日　

毎
週
水
曜
日

　
　

午
後
７
時　

分
〜
８
時　

分

３０

３０

◆
と
こ
ろ

　

末
広
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆
会　

費　

１
回
３
０
０
円

◆
申　

込　

申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
時
間
が
あ
る
と
き
に
気
軽
に

参
加
で
き
ま
す
。

◆
そ
の
他　

水
分
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
の
敷

物
・
上
靴
が
必
要
で
す
。

�問
 

角
幡
さ
ん�

２
３
‐
４
１
６
９

�
０
９
０
‐
６
９
９
６
‐
８
３
８
３

く
ら
し

と　き　６月２５日�土 　午前１１時～午後５時
　　　　６月２６日�日 　午前１０時～午後４時
ところ　生涯学習センター

資　格　２日間出展できる方。
　　　　学生・プロ・アマ・個人・グループを問わず誰でも出展できます。
　　　　出展する作品は出展者本人のオリジナル作品（手づくり・デザイン・リメイクなど）に限りま す。

出展例　木工・ガラス・陶芸・彫刻・染織物・ＣＧ・ウェブアート・イラスト・ポストカード・写真・
　　　　絵画・マンガ・似顔絵・服・バッグ・リング・ビーズ・キーホルダー・ネイルアート・照明・
　　　　家具・革製品・編み物・その他自分を表現できるもの

区画数/料金　屋内スペース（１.８×１.８ｍ）１００区画…２０００円　屋外スペース（５.０×３.０ｍ）３０区画…３０００円

出展申込　生涯学習センターにある申込書に記入し郵送で申し込んでください。
　　　　　１４０円切手、出展内容や作品のイメージがわかる写真・スケッチ・カタログなどを同封して
　　　　　ください。

申込期限　４月２２日�金 （必着）　
�問 生涯学習センター  �４２‐２４０７　E-mail  furanocreators@yahoo.co.jp

ホームページ http://www.geocities.jp/furanocreators/
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試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
と　

き　

５
月　

日�
２２

◆
試
験
会
場　

旭
川
市

※
他
の
試
験
地
に
つ
い
て
は
消
防

本
部
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

試
験
地
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
試

験
の
種
類
が
異
な
り
ま
す
。

◆
試
験
の
種
類

甲
種
・
乙
種（
第
１
〜
６
類
）・
丙
種

◆
受
付
期
間４

月
６
日�
〜　

日�
１４

◆
申　

込　

受
験
願
書
は
消
防
本

部
・
各
支
署
・
出
張
所
に
あ
り
ま

す
。

�問
 

消
防
本
部
予
防
課
保
安
係

�

-

２
３ 
５
１
１
９

図
書
館

◆
休
館
日

　

定
期
休
館　

毎
週
月
曜
日

　

整
理
休
館　
　

日�
２８

　

祝
日
休
館　
　

日�
２９

◆
４
月
の
催
し

〇
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
手
づ
く
り

紙
し
ば
い
の
集
い

９
日�
　

午
前　

時　

分

１０

３０

〇
２
階
展
示
ホ
ー
ル

日
本
絵
手
紙
協
会
「
ス
タ
リ
モ
ス

ト
橋
展
」　
　
 　

日�
〜　

日�

１２

１７

�問
 

渡
邊
百
合
江
さ
ん

�
２
３
‐
５
２
４
３

〇
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ど
ん
ぐ
り
「
お
は

な
し
の
会
」

毎
週
水
曜
日　

午
後
３
時

◆
新
着
図
書

《
児
童
書
》

い
ろ
い
ろ
へ
ん
し
ん

り
ゅ
み
え
ー
る
�作
 

お
お
か
み
か
め
ん
と
き
つ
ね
ど
ん

の
ぶ
み
�作
 

セ
シ
ル
の
魔
法
の
友
だ
ち

ポ
ー
ル
・
ギ
ャ
リ
コ
�作
 

そ
り
に
の
っ
た
ト
コ
ち
ゃ
ん

佐
藤
さ
と
る
�作
 

《
一
般
書
》

三
味
線
ざ
ん
ま
い　

群
よ
う
こ
�作
 

ナ
ラ
タ
ー
ジ
ュ　
　

島
本
理
生
�作
 

む
か
し
の
は
な
し

三
浦
し
を
ん
�作
 

夫
の
息
子　
　
　

藤
堂
志
津
子
�作
 

黄
金
の
門　
　
　
　

平
谷
美
樹
�作
 

イ
ン
デ
ィ
ゴ
の
夜　

加
藤
実
秋
�作
 

オ
テ
ル
モ
ル　
　
　

栗
田
有
起
�作
 

人
生
ベ
ス
ト
テ
ン　

角
田
光
代
�作
 

�問
 

図
書
館　

�
２
２
‐
３
０
０
５

こ
ど
も

み
ん
な
の
児
童
館

児
童
館
の
き
ま
り
を
守
っ
て
仲
よ

く
利
用
し
よ
う
！

　

自
由
に
利
用
で
き
る
時
間
は
、

４
時　

分
ま
で
で
す
。
５
時
ま
で

３０

に
利
用
者
み
ん
な
で
清
掃
を
し
て

か
ら
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

幼
児
の
利
用
は
保
護
者
同
伴
で

お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、
年
長

さ
ん
で
自
立
し
て
い
る
児
童
は
一

人
で
利
用
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん

が
、
児
童
館
ま
で
の
送
り
迎
え
は

保
護
者
が
お
願
い
し
ま
す
。

幼
児
ク
ラ
ブ
で
い
っ
し
ょ
に
活
動

し
ま
せ
ん
か
？

　

幼
児
ク
ラ
ブ
は
、
各
児
童
館
と

山
部
、
東
山
地
区
で
、
主
に
保
育

所
・
幼
稚
園
な
ど
に
通
っ
て
い
な

い
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

週
に
１
回
〜
２
回
午
前
中
２
時

間
程
度
、
親
子
が
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
遊
ん
だ
り
、
育
児
の
情
報

交
換
を
し
た
り
し
て
い
る
自
主
的

サ
ー
ク
ル
で
す
。
い
っ
し
ょ
に
活

動
す
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

�問
 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
児
童

家
庭
課
）

�

-

３
９ 
２
２
２
３

催
し　パントマイムとトークによる社会風刺の

お笑いと政治家や話題の人物になりきって
の一人コントです。
　と　き　４月２７日�
　　　　　開場　午後６時３０分
　　　　　開演　午後７時
　ところ　文化会館大会議室
　　　　　（託児があります）
　対　象　小学５年生以上
　入会金　１００円（会員制です。当日の入
　　　　　会もできます）
　会　費　月額９００円（４歳以上）

　　　　　　　　　�問 富良野おやこ劇場
�２２‐５８９４

　
　と　き　４月１７日�　午後２時
　ところ　演劇工場ロビー
　料　金　無料
　内　容
　　曲目　冬のソナタから「はじめから冬のソナタから「はじめから

今まで」「Mymemory」ほか　　　　　今まで」「Mymemory」ほか
出演　　出演　ふらぽこシンガーズふらぽこシンガーズ

freelist　　　　　freelist

　　　　　　　　　  �問 赤尾さん
�２３‐４３０２
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○
み
ん
な
も
一
緒
に
遊
ぼ
う
よ
！

◆
開
館
時
間　
　

月
〜
金
曜
日　

午
後
１
時
〜
５
時

土
曜
日　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

※
午
後
４
時　

分
〜
５
時
ま
で
清

３０

掃
時
間
の
た
め
自
由
な
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。
４
月
１
日
〜
５
日
ま

で
は
新
年
度
準
備
の
た
め
休
館
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

緑
町
児
童
館
（
緑
町　

‐
８
）

１３

　
　
　
　
　
�
２
２
‐
３
３
７
０

北
の
峰
児
童
館
（
北
の
峰
町　

‐
１
）

２７

�
２
３
‐
４
８
０
４

麻
町
児
童
セ
ン
タ
ー（
西
麻
町
２
‐　

）
３３

�
２
３
‐
２
９
７
７

桂
木
児
童
セ
ン
タ
ー
（
桂
木
町
２
‐　

）
４１

�
２
２
‐
３
７
９
２

東
部
児
童
セ
ン
タ
ー
（
錦
町　

‐
１
）

１３

�
２
３
‐
５
１
２
９

�問
 

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

�

-

３
９ 
２
２
２
３

年
金

学
生
の
た
め
の 

納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　

学
生
の
前
年
所
得
が
一
定
以
下

で
あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
免
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

こ
れ
に
基
づ
い
て
保
険
料
を
免

除
さ
れ
た
期
間
は
、
受
給
資
格
期

間
と
し
て
算
入
さ
れ
ま
す
が
、　
10

年
以
内
に
追
納
し
な
い
と
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
は
受
け
と
れ
ま
せ

ん
。
免
除
期
間
分
の
保
険
料
は
、

卒
業
後
就
職
し
て
収
入
を
得
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
忘
れ
ず
に
追

納
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
前
年
度
か
ら
引
き
続
き

学
生
納
付
特
例
を
希
望
す
る
場
合

も
、
毎
年
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
事
務
所
職
員
を

装
っ
た
不
審
者
に
注
意
！

　

年
金
受
給
者
や
被
保
険
者
及
び

そ
の
家
族
に
対
し
て
、
社
会
保
険

事
務
所
の
職
員
な
ど
を
装
っ
て
訪

問
す
る
と
い
う
手
口
の
現
金
詐
欺

の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
が
年

金
受
給
者
宅
を
訪
問
し
て
、
預
金

通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
お

預
か
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
に
思
わ
れ
る
訪
問
や
照
会

な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
相
手

の
身
分
証
明
証
の
提
示
を
求
め
る

か
所
属
・
氏
名
を
確
認
し
、
お
近

く
の
社
会
保
険
事
務
所
な
ど
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

老
齢
福
祉
年
金
を 

受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

　

平
成　

年
4
月
期
の
年
金
が
4

１７

月
８
日
か
ら
受
け
取
れ
ま
す
。

　

年
金
を
受
け
取
っ
た
後
、
市
役

所
に
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
支
払
い
は          

　
　
　
　
　

お
忘
れ
な
く

�問
 

市
民
課
国
保
年
金
係

�
３
９
‐
２
３
０
１

こ
ど
も

６０歳以上の方対象の講座
（受講料無料）受講生募集！

 書道教室・陶芸教室・木彫教室
 手芸教室・踊り教室

※踊り講座以外は随時受け付けて
います。
問合せ・申込み
　老人福祉センター　　�２２‐２００１

シルバー人材センター
会員募集！

次のとおり募集します。働いた仕事
量に応じ配分金（報酬）が支払われ
ます。
対　象　健康で働く意欲のある
　　　　おおむね６０歳以上の方
問合せ・申込み
　シルバー人材センター
（老人福祉センター内）�２２‐５０１０

「中富良野岳」の命名について
富良野市内（原始ヶ原北西西）に位置する、名前
がついていない山に「中富良野岳」と名前をつけ
たいとのことで「地名中富良野岳を後世に残す
会」と中富良野町からお願いがありました。
富良野岳についてはすでに存在することから、市
としては支障はないものと考えていますが、市民
のみなさんからの意見を募集し、決定したいと考
えます。

　〇山の位置　北緯４３度２３分　東経１４２度３６分
　〇山の標高　１,４５９メートル

意見募集　総務課まで連絡ください

受付期限　４月１５日�金 まで

�問 総務課総務法制係
　�３９‐２３００

「フラット３５」は、住宅金融公庫が
バックアップする民間金融機関の
長期固定金利の住宅ローンです
　〇最長３５年の長期固定金利
　〇保証料０円、繰上返済手数料０円
　〇融資限度額最高５,０００万円
　〇住宅の質を向上
　〇中古住宅の取得も対象となります（融資金利
　　・融資金額・返済期間（最長３５年）など、新
　　築住宅と同様の条件でご利用いただけます）。

詳しくは、住宅金融公庫のホームページをご覧い
ただくか、公庫北海道支店までお問合せください。

住宅金融公庫ホームページ
http://www.jyukou.go.jp/

住宅金融公庫北海道支店
フラット３５ホットライン�０１１‐２６１‐８３１８
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英
語
で
は
、
一
世
紀
を
生
き
抜

い
た
人
と
い
う
意
味
で
、
百
寿
者

は
「
セ
ン
テ
ナ
リ
ア
ン
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

「
長
寿
の
心
得　

人
生
は　

歳
か

６０

ら
」
と
題
さ
れ
た
湯
の
み
と
か 
暖 の

 
簾 
な
ど
各
家
庭
に
あ
る
と
思
い
ま

れ
んす

。　

歳
で
お
迎
え
の
来
た
時
に

７０

は
只
今
留
守
と
言
え
、　

歳
で
は

８０

ま
だ
ま
だ
早
い
と
言
え
、　

歳
で

９０

は
そ
う
急
が
ず
と
も
よ
い
と
言
え
、

１
０
０
歳
で
は
頃
を
見
て
こ
ち
ら

か
ら
ぼ
つ
ぼ
つ
行
く
と
言
え
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。「
百
寿
」
は
老
い

の
ま
さ
に
最
終
ス
テ
ー
ジ
と
言
え

ま
す
。
こ
の
「
百
寿
」
に
む
け
て

生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

〇
長
寿
の　

か
条

１０

�
自
ら
老
け
込
ま
ず
、
い
つ
ま
で

も
壮
年
の
気
概
を
持
つ
。

�
血
圧
は
ほ
と
ん
ど
正
常
。
１
８

０
m
m
H
g
以
上
の
人
は
１
人
も

い
な
い
。

�
無
頓
着
。
自
分
の
血
液
型
を
知

ら
な
い
人
が
多
い
。

�
太
り
す
ぎ
の
人
は
１
人
も
い
な

い
。

�
例
外
も
あ
る
が
、
両
親
と
も
比

較
的
長
寿
。

�
大
部
分
の
人
が
大
病
の
経
験
が

な
い
。

�
タ
バ
コ
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
吸

わ
な
い
。

�
深
酒
す
る
人
は
１
人
も
い
な
い
。

３
人
に
１
人
は
飲
ま
な
い
。

�
例
外
は
あ
る
が
、
何
か
の
運
動

を
心
が
け
て
い
る
。

�
ほ
と
ん
ど
の
人
が
筆
ま
め
で
あ

る
。

〇
長
寿
者
の
た
め
の
食
生
活
指
針

�
低
栄
養
に
気
を
つ
け
よ
う
〜
体

重
低
下
は
黄
信
号

�
調
理
の
工
夫
で
多
様
な
食
生
活

を
〜
何
で
も
食
べ
よ
う
、
だ
が
食

べ
す
ぎ
に
気
を
つ
け
て

�
副
食
か
ら
食
べ
よ
う
〜
年
を

と
っ
た
ら
お
か
ず
が
大
切

�
食
生
活
を
リ
ズ
ム
に
乗
せ
よ
う

〜
食
事
は
ゆ
っ
く
り
欠
か
さ
ず
に

�
よ
く
体
を
動
か
そ
う
〜
空
腹
感

は
最
高
の
味
付
け

�
食
生
活
の
知
恵
を
身
に
つ
け
よ

う
〜
食
生
活
の
知
恵
は
若
さ
と
健

康
づ
く
り
の
羅
針
盤

�
お
い
し
く
、
楽
し
く
、
食
事
を

と
ろ
う
〜
豊
か
な
心
が
育
む
健
や

か
な
長
寿
期

富良野医師会　理事　渡部  秀雄

●生活習慣の改善⑭
百寿者（センテナリアン）をめざして

ＱA ダイヤル交換市

�問 消費生活センター 　�３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※相談窓口・ダイヤル交換市は

ダイヤル交換市
「
電
話
代
が
安
く
な
る
」と

い
う
勧
誘
電
話
が
何
度
も

か
か
っ
て
き
て
「
送
っ
た
書
類

に
名
前
を
書
い
て
送
り
返
し
て

く
れ
れ
ば
良
い
か
ら
」
と
言
う

の
で
、
と
う
と
う
根
負
け
し
て

届
い
た
書
類
に
署
名
捺
印
し
て

返
送
し
ま
し
た
。
後
で
子
供
に

安
く
な
ら
な
い
事
を
教
え
ら
れ

た
の
で
、
解
約
し
た
い
の
で
す

が
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。

相
談
者
の
方
が　

歳
と
高

８８

齢
の
上
、
契
約
書
面
の
控

え
が
返
送
さ
れ
て
き
て
い
な
い

の
で
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
業
者
に

電
話
す
る
と
電
話
で
解
約
を
受

け
付
け
る
と
い
う
こ
と
で
解
決

し
ま
し
た
。

　

最
近
電
話
の
基
本
料
（
毎
月

定
額
で
か
か
る
分
）
に
つ
い
て
、

今
ま
で
の
大
手
電
話
会
社
以
外

の
会
社
が
参
入
で
き
る
事
に

な
っ
た
た
め
、
頻
繁
に
勧
誘
電

話
が
か
か
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
相
談
の
場
合
、
住
宅
用

で
な
く
事
務
所
用
の
契
約
と

な
っ
て
い
る
の
で
基
本
料
そ
の

も
の
も
今
ま
で
よ
り
か
な
り
高

く
な
る
上
、
初
期
工
事
料
の
他

に
毎
月
定
額
で
５
年
間
工
事
費

を
支
払
う
契
約
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　

契
約
書
面
と
一
緒
に
来
た
概

要
説
明
書
の
文
字
が
細
か
く
、

高
齢
者
に
は
分
か
り
に
く
い
と

い
う
面
も
あ
り
ま
し
た
。
わ
か

り
に
く
い
と
思
っ
た
と
き
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

下
さ
い
。

消
費
者
相
談 
Ｑ
＆
Ａ

電
話
の
基
本
料
が
安
く
な
る�

◆登録・希望は随時受け付けます。
◆登録期間は６カ月です。

 譲ります 
�煙突式灯油ストーブ�電気カミ
ソリ�FF式石油ストーブ�オイル
ヒーター�東中女子制服�歩行器
�おんぶひも�ベビーいす�ジュ
ニアシート�ストーブガード�介
護用トイレ�学習机�学生服�ス
キー�スキー靴�スヌーピース
キーウエア�机�折りたたみ自転車

 譲ってください 
�コンセントなし石油ストーブ�
カナディアンカヌー�チャイルド
シート�プレイステーションフラ
イトスティック�カービングス
キー（１３０㎝）�子ども用百科事典
�ベビーカー�水槽

※消費生活センター・各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
　不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。
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�������
■子どもがインフルエンザ
にかかってしまいました。
去年の暮れにみんなで予防
接種は受けていたのですが
…幸いに親はかからなかっ
たものの、看病で疲れがた
まり子どもよりもぐったり。
３９度の熱でも元気な子ども
にはまいりました。（か）

議場コンサート

３月１６日に行われた「議場コンサート」
の様子です。
撮影前は演奏者のみなさんの表情などを
紹介しようと思っていましたが…演奏者
のみなさん、申し訳ありません！
普段なかなか見られる機会がない議長席
側からの写真を紹介します。
足を運びやすい議会へとの思いから始め
られたこのコンサートは、今回で５回目
を迎えました。

■ズームアップふらのでも
紹介しましたが、沖縄県宜
野座村の子どもたちに雪を
送りました。楽しそうに雪
遊びをしている宜野座小学
校の生徒をみて、昨年の初
雪のときの感動をちょっと
思い出しました。（と）


